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行基生誕1350年
　奈良時代、東大寺の建設など、社会のために働いた僧侶「行基」。奈
良の礎を築いた高僧は、本市にある「竹林寺」で眠っています。生誕
1350年を記念し、行基の業績や本市との関わりを振り返ります。

問生涯学習課（☎0743-74-1111、内線641）

行基をもっと知ろう！関連イベントを開催中
■ミュージアム講演会
▶�とき・ところ　11月10日㈯14：00～15：30、生駒ふ
るさとミュージアム
▶�内容　高野山大学文学部密教学科助教の櫻木潤さ
んによる講演「行基とその教え―菩薩道への目覚め
―」。日本を代表する高僧であり、生駒山に眠る行基。
民衆に仏教を広めることが禁止された時代であった
にも関わらず、あらゆる人々の救済を目指し、活動を
行った行基が「行基菩薩」として仰がれた背景を日本
仏教に与えた影響といっしょに探ります。
▶定員　48人(申込順)

▶費用　600円(生駒歴史文化友の会会員は500円)
▶�申込み・問合せ　11月8日㈭(休館日を除く)までに
氏名、連絡先を明らかにして、電話かファクス、メー
ル、直接、生駒ふるさとミュージアム(☎71-7751、
71-7752、 info@ikoma-museum.jp)

■�行基生誕1350年記念
　南生駒に眠る菩薩～その生涯と偉業～
▶�とき　11月3日㈯～12月2日㈰（休館日を除く）
▶�ところ・問合せ　図書館南分館(☎77-0005)、生駒
駅前図書室（☎73-7611）
▶内容　行基にまつわる図書の展示

民衆のために活動した僧侶
　1350年前、現在の堺市あたりに生まれた行基。15歳
で出家し、明日香村の飛鳥寺で仏教を学びました。40歳
で生駒山に移り、老母を介護しながら修行を積みます。
　仏教の布教に力を入れ、貧しい
人や病人などを一時救護する施設
「布

ふ
施
せ
屋
や
」を作った他、橋や道路、

ため池、用水路を整備。民衆の利
益となる施設を次々と建造しまし
た。その活動資金や労働力などは
1,000人を超える行基の信者や支
援者から提供されました。

行基が作ったと伝わるた
め池「昆

こ

陽
や

池
いけ

」（伊丹市）

人望を生かし、大仏の造
ぞう
立
りゅう
に携わる

　行基が行った民衆への布教活動は当時禁止されてい
たため、朝廷から弾圧を受けました。しかし、困窮する民
衆のために公共事業に励んだことが認められ、東大寺大
仏造立の勧進（寄附などを集める）
役に選ばれました。行基の呼びかけ
でたくさんの協力者や寄附金が集ま
り、その活動によって、仏教界にお
ける最高位である「大

だい
僧
そう
正
じょう
」を授与

されました。その後、多くの資財や
人々の努力によって、752年に東大
寺大仏が完成しました。 東大寺大仏殿

生駒を永眠の地として選ぶ
　749年、82歳でこの世を去った行基。遺言により生駒
山で火葬されました。本市の有里町にある竹林寺は、母
と過ごした生

い
馬
こま
仙
せん
房
ぼう
の後身だと考えられています。

　竹林寺の境内にある行基の墓（国指定史跡）には、今
も参拝客が絶えません。社会の利益
を重んじた行基の心は、時代を超え
て、竹林寺の清掃奉仕をされている
ボランティアをはじめとした多くの
市民の皆さんに受け継がれています
（竹林寺については31ページでも紹
介しています）。 竹林寺
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人　口

120,118 － 92

50,061 － 3

57,173 － 35

62,945 － 57

人口総数

世帯数

男

女

平成30年10月1日現在、外国人登録を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

交通事故

◇�数字は平成30年1月からの累計（概数）で、
（　）内は前年同期の増減数です。

（平成30年9月末日現在）

発生数 物損事故
死者

人身事故

1,977
(＋169)

1,810
(＋164)

167
（＋5）

1
（＋1）

火災・救急・救助

◇�数字は平成30年1月からの累計で、（　）内
は前年同期の増減数です。

（平成30年9月末日現在）

火災 救急

18
(＋2)

3,615
(＋236)

忘れてない？サイフにスマホに火の確認

お知らせ
観光ボランティアと秋のハイキング p.11
子連れで就職面接会 p.15
生駒ふれあい市民マラソン兼ジュニア駅伝大会2019 p.16
生駒市体育施設の年間使用申し込み p.17
保育所・幼稚園・こども園の先生・調理員を募集中 p.20
イノシシが街

まち
中
なか

に出没 空き地などの草刈りを p.21
小平尾南（憩いの場）たわわ食堂を中止します p.22
自主学習グループ新規登録団体を募集 p.23
消防だより p.24  

P4P.11

PICK UP

生駒市立病院の運営状況をお知らせ
P4P.10

防災知恵ぶくろ、11月の3歳児歯科健診・子育て相談、もったい
ない食器市P4P.29

いこまの教育、今月の美食P4P.28

まちのアルバムP4P.27

街人探訪P4P.30

生駒むかしばなし、消費生活 暮らしのＱ＆Ａ、編集後記P4P.31

市役所の開庁時間は8：30〜17：15
（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

ユニバーサルデザ
イン（UD）の考え
に基づいた見やす
いデザインの文字
を採用しています。

なくそう差別みんなの力で
明るい生駒市
毎月11日は「人権を確かめあう日」

10月15日号の印刷経費 
は1冊約26円です。環境 
に配慮し、古紙配合率7 
0％の再生紙と大豆油
インクを使っています。

点字と声による「いこまち」も発行しています。詳しくは障がい福祉課（内線794）へ

前月比

前月比

前月比

前月比

救助

45
(＋20)

表紙のことば

9月28日㈮に暗
くらがり

峠
とうげ

を
ハイキング。萩原町で
育った西本賢一さん
は「石畳を歩きながら
府県境を越えたのは
初めてです」と本市観
光ボランティアガイド
の沖信夫さんに話し
ていました。
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石
畳
が
残
る
珍
し
い
峠
と
し
て
人
気

　
「
店
を
始
め
た
22
年
前
は
、峠
を
通

る
人
は
一
日
３
人
ほ
ど
で
し
た
」

　

暗
峠
で
茶
屋
を
営
む
山
田
末
弘
さ

ん
、三
佐
子
さ
ん
夫
婦
。峠
の
移
り
変

わ
り
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
昔
な
が
ら
の
石
畳
が
敷
か
れ
た『
珍�

し
い
峠
』と
し
て
、テ
レ
ビ
や
専
門
誌

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
訪
れ
る
人
が

一
気
に
増
え
ま
し
た
」

　

約
４
０
０
年
前
に
敷
か
れ
た
石
畳

を
目
当
て
に
、全
国
各
地
か
ら
山
登
り

を
楽
し
む「
ハ
イ
カ
ー
」が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
暗
峠
。峠
に
向
か
う
道
中

に
あ
る
史
跡
や
山
肌
に
広
が
る
棚
田

な
ど
の
景
色
が
楽
し
め
る
の
も
人
気
の

理
由
で
す
。

　
「
生
駒
や
奈
良
の
き
れ
い
な
自
然
の

景
色
を
一
望
で
き
ま
す
よ
」と
三
佐
子

さ
ん
。峠
か
ら
は
、市
内
の
街
並
み
だ

け
で
な
く
、天
候
に
恵
ま
れ
る
と
若
草

山
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ

の
絶
景
を
見
る
た
め
に
、訪
れ
る
人
も

た
く
さ
ん
い
る
ほ
ど
で
す
。　

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
路

　

本
市
と
東
大
阪
市
の
境
に
位
置
す

る
暗
峠
。奈
良
市
内
か
ら
生
駒
山
を

越
え
大
阪
市
ま
で
を
結
ぶ
国
道
３
０�

８
号
が
通
り
、住
民
の
生
活
道
路
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
大

生駒山の山頂付近に位置する「暗峠」。70mに渡る石畳は、約400年もの
間、住民の暮らしを支えてきました。今回の特集では、暗峠の魅力をその歴
史から紐解きます。日本百名峠に選ばれているこの峠を訪れてみませんか。

問商工観光課（☎0743-74-1111、内線327）
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コ
ラ
ム

暗峠の今・昔

12

3

4①暗峠に敷かれた石 
畳の脇に並ぶ民家の
縁側で話をする山田
晴
は る

美
み

さん（写真左）と
北村由

よ し

子
こ

さん②車同
士で対向するのがぎ
りぎりの道幅③標高
455mの峠付近から
奈良側を見下ろすと、
棚田や奈良盆地が一
面に広がります④峠
に立てられた府県境
を示す標識。記念撮
影のスポットとして
人気の場所です

現在、20人ほどが暮している暗峠。ここで暮ら
す皆さんだからこそ知っている、峠での生活に
ついて話を伺いました。

峠の住民にインタビュー

今の石畳の道はコンクリートで整
備されていますが、30～40年前
は土の舗装でした。雨が降ると

土が坂の下に流されて石が剥
き出しになるので、峠の住民
が山肌から削りとった土で
道を舗装し直して石畳を遺
してきました。

西田忠義さん

地元住民が遺
のこ
した石畳

60年程前は年に3回ぐらい、大阪
の鶴橋へ買い出しに。樽の醤油
や干し魚などをたくさん買う
ので荷物を運ぶための牛も
連れて行きました。急な坂
道を上るのは、牛も辛いの
で、牛に藁

わら
の靴を履かせて

いたんですよ。

山
やまがみ
上トキ子さん

牛を連れて買い出しに

暗峠には海外からも観光客が訪れ
ます。世界で有名な日本人ロー
ドレーサーが「とても国道に見
えない激

げき
坂
ざか

だ」と雑誌で紹介
し、サイクリストたちの中
で話題に。足を着かずに
完走することを目標に
してる人もいますよ。

北村末吉さん

自転車で峠越に挑む人も

阪
市
に
入
る
と
坂
の
角
度
が
最
大
37

度
と
言
わ
れ
、国
道
な
が
ら
勾
配
が
急

で
道
幅
も
狭
い
こ
と
か
ら「
酷こ

く

道ど
う

」と

皮
肉
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
険
し
い
峠
道
で
す
が
、生
駒
か
ら
東�

大
阪
市
ま
で
約
20
分
。第
二
阪
奈
有
料�

道
路
を
使
う
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
」

と
話
す
末
弘
さ
ん
。峠
を
通
り
約
40

年
間
東
大
阪
に
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。�

　
「
通
勤
時
間
帯
の
朝
７
～
8
時
に

は
、ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
通
る
ほ
ど

交
通
量
が
多
い
で
す
よ
」

　

多
く
の
人
が
行
き
交
い
、人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
て
き
た
暗
峠
。そ
の
始
ま

り
は
、江
戸
時
代
ま
で
遡さ

か
の
ぼ

り
ま
す
。
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生駒トンネル開通

①松尾芭蕉が9月9日の菊の節句に暗峠を越える風流を詠んだ句「菊の香に
くらがり登る節句かな」が句碑に刻まれています②江戸時代、峠には大名や
町人たちが宿泊する旅館が軒を連ね、周辺には宿場や酒屋、油屋など20軒
ほどでにぎわっていました③生駒トンネルの堀

くっさく

削をしている様子。大阪に抜
けるトンネルの入口付近には工事に用いるレンガや松の木などが置かれて
います④「歴史を語る、永く守っていきたい道路」として昭和61年に暗越奈
良街道が建設省（現在の国土交通省）により日本の道100選に選ばれまし
た。それを記念し、同省から送られた石碑

1 2

3 4

人
が
通
り
文
化
は
生
ま
れ
る

暗
峠
が
歩
ん
だ
歴
史

多くの人が行き交った暗峠（河
か わ ち

内名
めいしょ

所図
ず え

会 暗峠より）松尾芭蕉の句碑

日本の道100選の碑

近
道
と
し
て
重
宝
さ
れ
、栄
え
た
峠

　

江
戸
時
代
、大
和（
現
在
の
奈
良
）

の
人
々
が
経
済・
文
化
の
拠
点
だ
っ
た

難な
に

波わ（
現
在
の
玉
造
）に
最
短
距
離
で

向
か
う
た
め
、暗
峠
を
通
り
ま
し
た
。

人
の
往
来
が
多
く
自
然
と
道
が
で
き

た
た
め
、交
通
の
要
の
場
所
と
し
て
整

備
に
乗
り
出
し
た
郡
山
藩
。石
畳
は
殿

様
の
籠
が
峠
の
急
な
坂
で
滑
ら
な
い
よ

う
に
敷
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大お
お
さ
か坂
か
ら
大
和
や
伊
勢
に
向
か
う

人
々
に
は「
暗く

ら
が
り

越ご
え

奈
良
街
道
」、大
和

か
ら
大
坂
に
向
か
う
人
々
に
は「
暗
越

大
坂
街
道
」と
呼
ば
れ
た
こ
の
道
。険

し
い
道
の
り
の
中
で
も
難
所
に
あ
た
る

暗
峠
が
休
息
の
場
に
。宿
場
や
油
屋
な

ど
が
20
数
軒
並
び
、街
道
を
行
き
交
う

多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

大
正
3
年
に
大
阪
電
気
軌
道（
現

在
の
㈱
近
畿
日
本
鉄
道
）が
生
駒
ト

ン
ネ
ル
を
開
通
。大
阪
と
奈
良
が
鉄
道

で
結
ば
れ
、こ
れ
を
機
に
暗
峠
は
主
要

な
交
通
路
と
し
て
の
役
目
を
終
え
ま

す
。宿
場
な
ど
は
姿
を
消
し
、10
数
軒

の
民
家
が
残
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
面
影
を
残
す
た
め
、地
元
住

民
に
よ
っ
て
石
畳
は
守
ら
れ
ま
し
た
。

古
道
の
風
情
を
偲し

の

ぶ
こ
の
道
は
、「
日

本
の
道
１
０
０
選
」に
も
選
ば
れ
、今

と
昔
を
つ
な
ぐ
重
要
な
歴
史
遺
産
に

な
っ
て
い
ま
す
。

奈良と大阪を結ぶ古来の街道



市内に残された史跡の場所や外観を地図
や写真とともに分かりやすく紹介する「生
駒デジタルミュージアム」。文化財を360
度見渡せ、散策している気分を体験できる
コンテンツなど本市の歴史を
楽しく学べ
ます。

今木 義法
いまぎ よしのり◦生駒市文化財保護審議
会会長や生駒民俗会会長を務める。本市に
残る古道や史跡の調査・研究に40年近く
携わり、生駒観光ボランティアガイドの養
成も手掛ける。「生駒の古道」（生駒民俗会）
など専門書を数多く出版。青山台在住。

街
道
は
文
化
を
運
ぶ
歴
史
遺
産

　

暗
越
大
坂
街
道
を
通
り
大
坂
か
ら

大
和
に
通
っ
た
人
々
は
、食
料
品
や
生

活
用
品
な
ど
た
く
さ
ん
の
物
を
運
ん
で

来
ま
し
た
。物
だ
け
で
は
な
く
、小
さ

な
噂
話
や
風
習
、生
活
の
知
恵
な
ど
の

文
化
も
伝
来
。大
坂
か
ら
暗
峠
を
越
え

て
も
た
ら
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
文
化
が
凝

縮
さ
れ
、本
市
に
根
付
い
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
乙お

と

田だ

人
形
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

」。大

坂
の
上か

み

方が
た

文
化
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃

が
、乙
田
村（
現
在
の
萩
の
台
）に
伝

わ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、上
方
歌
舞
伎

の
文
化
も
伝
来
。近
隣
の
村
々
に
招
か

れ
て
公
演
す
る
ほ
ど
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。地
元
、石せ

き

福ふ
く

寺じ

境
内
に
あ
る
萩
の

台
文
化
財
保
存
館
に
は
、江
戸
時
代

～
明
治
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
浄
瑠

璃
人
形
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
で
集
ま
り
伊
勢
神
宮
に�

参
拝
す
る「
伊
勢
講こ

う

」の
習
俗
も
伝で

ん

播ぱ�

し
、近
年
ま
で
本
市
全
域
で
行
わ
れ
て�

い
ま
し
た
。宗
教
的
な
行
事
で
し
た
が
、�

旅
を
す
る
機
会
な
ど
な
か
っ
た
昔
の
村

人
に
と
っ
て
は
、楽
し
い
娯
楽
で
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
ち
へ
の
愛
着
が
文
化
を
つ
な
ぐ

　

暗
峠
に
は
人
々
の
生
活
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

生
駒
山
地
に
あ
っ
た
ど
の
街
道
に
も

峠
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、人
々
が
暮
ら

し
て
い
た
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま
せ

ん
。暗
越
大
坂
街
道
が
時
代
を
越
え

て
重
ん
じ
ら
れ
、峠
に
住
む
人
々
も
、

受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
風
習
を
た

い
せ
つ
に
守
り
続
け
て
き
た
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
に
は
、古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
る

文
化
や
風
習
を
遺の

こ

そ
う
と
い
う
土
壌

が
あ
り
ま
す
。市
内
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
史
跡
や
図
書
館
を
訪
ね
て
生
駒
の

歴
史
や
文
化
を
学
び
、地
域
へ
の
愛
着

を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

各
地
の
古
道
を
研
究
し
、本
市
の
歴
史
に
造ぞ

う
け
い詣
が
深
い
生
駒
市
文
化
財
保
護
審
議

会
会
長
の
今
木
義
法
さ
ん
に
暗
峠
と
暗く
ら
が
り

越ご
え

大お
お

坂さ
か

街
道
の
歴
史
を
聞
き
ま
し
た
。

人
が
通
り
文
化
は
生
ま
れ
る

暗
峠
が
歩
ん
だ
歴
史

暗峠や暗越奈良街道に関する本や資料を
市内5図書館・室に所蔵。中には、子どもが
楽しみながら読むことができる児童文学や
紙芝居などもあります。常設コーナー「もっ
と知りたいふるさと生駒」に展示していま
すので、立ち寄って生駒のまちについて調
べてみませんか。

▲�コーナーにある児童文学（左）「とうげの
おおかみ（今西祐

すけゆき

行 作/鈴木義
よしはる

治 絵、金
の星社）」（絶版）と紙芝居（右）「おくりお
おかみ（水

みずおち

落弘子 画/生駒おはなしの会 
昔むかし班 脚本）」

暗峠が登場する紙芝居や暗
くらがり
越
ごえ
奈

良街道のガイドブックがあります
インターネットでも調べられる
暗峠や暗越奈良街道付近の史跡

本やインターネットでまちの歴史をCHECK！

生駒市デジタルミュ 
ージアムはこちら▶

暗峠特集
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暗峠を歩いてみよう
暗峠を通る国道308号には、奈良の自然や大阪のまちの
美しい風景が見渡せる写真スポットなどがあります。本
市観光ボランティアガイドの沖伸夫さんの案内で、市内
に住む大学生の西本賢一さんが南生駒駅～枚岡駅（東
大阪市）までを歩いた様子を紹介します。

至生駒

至王寺

南生駒駅～枚
ひらおか

岡駅（6.7㎞）

やまびこホールでちょっと一休み。水
分補給とトイレ休憩を忘れずに

鎌倉時代に自然石
に彫刻された石仏

藤尾
阿
あ み だ
弥陀如

にょ
来
らい
石仏

暗峠に近い南生駒駅西出口からスタート

スタート!

最初の目印は生駒南小学校。こ
こから緩やかな坂が続きます

鎌倉時代に作られた
石仏が残る石佛寺

石
せきぶつ
佛寺

じ

暗峠特集

やまびこホール

むかいやま公園

生駒南小学校

この辺りから

坂の傾斜が

きつくなってきますね

ガイドは

任せてください！

たくさん

教えてくださいね

脇道の出入口
にある標識は
脇道が国道だ�
ったことを示
しています

南生駒駅
MINAMIIKOMA

国道標識

万葉歌碑

棚田

2018.10.15　いこまち　8
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弘法の水

至生駒

至大阪難波

国道308号線上で最大勾配と言
われている場所。慎重に下ります

枚岡駅に到着。お昼休憩を挟
んで南生駒駅から約4時間
かかりました。「自分のまち
の中にこれだけ見どころのあ
る道が通っているなんて知ら
なかったです」と西本さん。
皆さんも暗峠を歩いて、地図
にない魅力も探してみてはい
かがでしょうか。

ゴール!

峠にある茶屋でランチ。名物の野菜カレーをパクリ

枚岡神社

府民の森
ぬかた園地

府民の森
なるかわ園地

信貴生駒
スカイライン

松尾芭蕉の句碑枚岡駅
HIRAOKA

暗峠
表紙を撮影した場所。石畳
の周りに軒を連ねる茶屋や
民家を越えると東大阪に向
かう下り坂が始まります

「暗峠まで歩くのはちょっと大変…」という人には、コ
ミュニティバスがおすすめです。たけまる号「西畑・有里
線」は、平日（土曜・日曜日、祝日と12月29日～1月3

日を除く）に運行していますので、ぜひ利
用してみてください。

▲�時刻表や運賃
などはこちら

便利なコミュニティバスもおすすめ

南生駒駅南コミュティセンター
せせらぎ 暗峠

お伊勢参りに利
用され続けるこ
の道。道中、とこ
ろどころに「おい
せまいり」の札が
残っています

308

法
ほう
照
しょう
寺
じ

観
かんのん
音寺

じ

ハイキング中の

カレーっておいしい！

大阪のまちが一望できるスポ
ット。

天気が良い日は六甲山まで
見渡せます



PICK

UP 皆さんの生活に直結するニュースや情報を紹介します

生駒市立病院の
運営状況をお知らせ
病床が全て使えるようになり、4月に全面オープンした生駒市立病
院。開院からこれまでの運営状況を報告します。

問地域医療課（☎0743-74-1111、内線494）

■診療科目が16診療科に
　開院時は12診療科でしたが、血管外科や皮膚科など
を開設し、現在は16診療科です。その他、フットケア外
来、助産外来、ペイン（痛み）外来などの専門外来も開設
しました。

■210床が全面オープンしました
　4月から許可病床210床の全てが使えるようになりま
した。開院時は99床からスタート。入院患者が徐々に増
加し、実稼動可能病床数が平成27年度末で153床、昨
年10月で203床（HCU（準集中治療室）7床を除く）ま
で広がりました。全面オープンの210床に増えたことで、
さらに多くの入院患者を受け入れていきます。

■救急医を増やし、24時間体制で対応
　病状にかかわらず、24時間365日体制で救急患者を
受け入れています。緊急入院に対応
できるように、CT・MRI・X線・血
液などの検査が行える治療環境を
整備。救急受入件数は年々増え、昨
年度は1,824件でした。また、４月
からは平日だけではなく土曜・日曜
日、祝日にも医師2人を配置し、当
直体制を強化しています。

常勤医師は年々増加し
現在は20人が在籍

■患者数・手術件数が増加しています
　昨年度の1日当たりの平均患者数は、入院120人、外
来175人でした。これは開院時の約2倍に相当し、整形
外科と血管外科の常勤医師を確保したことで治療でき
る症例が増えたためです。また、手術件数も伸びていま
す。外科と形成外科の常勤医師の増員などで、手術でき
る症例が増加。その結果、昨年度の手術件数は1,165件
と、開院時と比べて約3.5倍増加しました。 8月に就任。火・水・金曜日

の外来診療（9：00～12：
00）と病棟診療を担当

総合内科
新
しん

保
ぼ

貴士 医長

10月から専攻医として
着任。地域医療に貢献し
ます

形成外科
益田泰光 専攻医

Introduction 新任ドクターの紹介

出
張
で
医
療
講
演
会
を
実
施

　

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
に
開
催

し
て
い
る「
医
療
講
演
会
」。今
年

度
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

や
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

自
治
会
な
ど
各
種
団
体
へ
の
出
張

講
演
も
増
や
し
て
い
ま
す
。

▼�

出
張
講
演
の
内
容
例　
が
ん
の

早
期
発
見
に
つ
い
て
、慢
性
腎

臓
病
に
つ
い
て

▼�

申
込
み・
問
合
せ　

市
立
病
院�

地
域
連
携
室（
☎
72・１
１
１
１
）

医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
内
で
救
急
医
療
や
小
児
医
療

の
充
実
に
尽
力
し
て
も
ら
え
る
医

師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

募
集
診
療
科　
救
急
科
、小
児

科
、脳
神
経
外
科
な
ど

▼�

雇
用
主　
市
立
病
院 

指
定
管

理
者 （
医
）徳
洲
会

―
―
詳
し
く
は
、市
立
病
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医師や看護師、薬剤師、
放射線技師などを配置
し、緊急時に備えます
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

自
主
学
習

①修
し ゅ

験
けん

道
どう

を行
ぎょう

者
じゃ

になりきっていっしょに歩きませんか
▶とき・ところ　11月17日㈯9：30～15：30、生駒山

上駅集合・元山上口駅解散
▶内容　役

えんの
行
ぎょう

者
じゃ

ゆかりの寺院が多くある生駒山系を巡
りませんか。昼食時は、ぼくらの広場（東大阪）で大
阪平野の大パノラマを堪能しましょう（約10㎞、健
脚向け）。

▶定員　30人（抽選制）
▶費用　200円

はがきに参加者全員の住所・氏名・当日連絡が取れる
電話番号・年齢を書いて、各コースの申込締切日(必着）
までに生駒市観光協会事務局（〒630-0288、東新町
8-38、商工観光課内、内線328）
　――宛先に各コースの係名も書いてください（①修験
道コース②星のブランココース③秋のかいがけ道コース）。

観光ボランティアガイドの皆さんによるハイキング企画。
市内や近隣の文化財や景色を歩いて楽しみます。ス
ポーツの秋・芸術の秋を堪能してみませんか。

③秋のかいがけ道の紅葉を楽しむハイキング
▶とき・ところ　11月24日㈯9：00～14：45、学研北

生駒駅バス停前集合・JR河
か わ ち

内磐
いわ

船
ふね

駅解散
▶内容　高山城跡、くろんど池や、八

はちようの
葉蓮

れ ん げ で ら
華寺、金

こ ん ぴ ら
毘羅

大
だい

権
ごん

現
げん

、ゴミの木地蔵、かいがけ地蔵尊などの石仏を
巡ります。古道を歩きながら北生駒の秋を楽しんでみ
ませんか（約7㎞）。

▶定員　30人（抽選制）
▶費用　無料
▶申込締切日　11月12日㈪

②秋のほしだ園地で星のブランコや紅葉・絶景を楽しむ
▶とき・ところ　11月20日㈫9：00～13：30、生駒駅

北口バス停1番乗り場9：21出発（受付は9：00から）・北
田原バス停解散

▶内容　「ほしだ園地」のある交野市は「天野川」が流れ
ることから星降る里といわれ、吊り橋「星のブランコ」
も「織姫・彦星」伝説から名付けられました。ゆかりの
寺社もあるこの地を訪れませんか（約8km、健脚向け）。

▶必要品　弁当、飲み物
▶定員　20人（抽選制）
▶費用　無料
▶申込締切日　11月5日㈪

観光ボランティアと
秋のハイキング

申込み・問合せ

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う
！

生
駒
山
麓
ヨ
ガ
フ
ェ
ス
タ

▼
対
象　
30
分
程
度
の
運
動
が
で

き
る
人（
子
ど
も
同
伴
可
、③
は

男
性
だ
け
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　
11
月
10
日
㈯
、

①
10
時
～
10
時
45
分
②
11
時
～

11
時
30
分
③
12
時
～
12
時
45
分

生
駒
山
麓
公
園
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー（
雨
天
中
止
）

▼
内
容　

　

①
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
②
姿

勢
改
善
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
③

パ
パ
も
ヨ
ガ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

―
―
13
時
か
ら
は
ウ
ク
レ
レ
＆

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
発
表
会
が
あ

り
ま
す
。

▼
必
要
品　
動
き
や
す
い
服
装

▼
定
員　
各
20
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
大
人
４
０
０
円
、年
長 

に
あ
た
る
幼
児
～
中
学
生
２
０ 

０
円（
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
は

そ
れ
ぞ
れ
半
額
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー 

 
イ
コ
マ
ニ
ア

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
働
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
を

「
イ
コ
マ
ニ
ア
」に
認
定
。地
元「
い
こ
ま
」を
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
楽
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

ル
で
Ｙヨ

ガ

Ｏ
Ｇ
Ａ 

Ｂベ

ー

ス

Ａ
Ｓ
Ｅ
の
築つ

き 

地じ

昌ま
さ

仙の
り
さ
ん（
☎
兼

75・
３
３ 

４
４
、info@

viviana-w
eb. 

com

）

▶申込締切日　11月5日㈪

ち
ょ
こ
っ
と
囲
碁

～
5
才
か
ら
無
料
体
験
～

▼
と
き・と
こ
ろ

①
11
月
11
日
㈰
9
時
30
分
～
12

時
、図
書
会
館

②
11
月
14
日
㈬・
21
日
㈬
、12
月

12
日
㈬・
19
日
㈬
、平
成
31
年
1

月
9
日
㈬・16
日
㈬
、15
時
～
17

時
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

せ
せ
ら
ぎ

③
11
月
17
日
㈯
、12
月
8
日
㈯・15

日
㈯
、平
成
31
年
１
月
12
日
㈯・

19
日
㈯
、9
時
30
分
～
12
時
、北

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

スＳ

ＴタＡ
は
ば
た
き

④
11
月
24
日
㈯
、12
月
22
日
㈯
、平

成
31
年
1
月
26
日
㈯
、12
時
～

14
時
30
分
、市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト

▼
内
容　
簡
単
な
ル
ー
ル
で
す
ぐ

に
対
戦
が
で
き
る
、初
心
者
向 

け
囲
碁
ゲ
ー
ム
の
体
験

▼
定
員　
各
日
15
人（
申
込
順
）

▼
申
込
み・問
合
せ　
10
月
25
日
㈭ 

か
ら
電
話
で
囲
碁
の
ま
ち
生
駒

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
辻
内
さ
ん（
☎ 

０
９
０・９
９
９
４・７
６
７
１
）



◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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Ｅエ

コ
Ｃ
Ｏ
―ｎネ

ッ

ト
ｅ
ｔ
講
座

バ
ス
で
巡
る「
ぐ
る
り
ん
生
駒
」

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
き・と
こ
ろ　
①
11
月
17
日
㈯

②
24
日
㈯
、９
時
～
16
時
30
分

頃
、市
役
所
集
合・
解
散（
雨
天

決
行
）

　
―
―
２
日
間
の
講
座
で
す
が
、ど 

ち
ら
か
１
日
だ
け
の
受
講
も
で

き
ま
す
。抽
選
の
場
合
は
、両
日

受
講
希
望
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
内
容　
「
豊
か
な
自
然
と
歴
史

と
未
来
が
融
合
し
た
ま
ち 

い
こ

ま
」を
テ
ー
マ
に
、市
内
の
環
境

施
設・
歴
史
文
化
史
跡
を
バ
ス

で
巡
り
ま
す
。

▼
コ
ー
ス（
予
定
）　

①
往い

こ

馬ま

大
社
～
関
西
メ
タ
ル
ワ
ー

ク
㈱
～
竜
田
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

～
生
駒
山
麓
公
園（
昼
食
）～
清

掃
セ
ン
タ
ー
～
宝
山
寺
～
生
駒

ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

②
㈱
生
駒
市
衛
生
社
ク
ル
ク
ル
館

～
高
山
八
幡
宮
～
高
山
竹
林
園

～
長
弓
寺（
昼
食
）～
花
の
ま
ち 

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む 

～
エ
コ
パ
ー
ク
21

�

―
―
昼
食
は
①
は
生
駒
山
麓
公
園

の
レ
ス
ト
ラ
ン
②
は
長
弓
寺
薬
師

院
で
の
精
進
料
理
で
す
。

生
駒
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
歩
こ
う
会
２
０
１
８

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
き・と
こ
ろ　
11
月
29
日
㈭
13

時
30
分（
受
付
は
13
時
10
分
か

ら
）、ベ
ル
テ
ラ
ス
い
こ
ま
集
合・

解
散

▼
コ
ー
ス　
ベ
ル
テ
ラ
ス
い
こ
ま
→

大だ
い

乗じ
ょ
う

滝た
き

寺で
ら

→
宝
山
寺
→
生
駒
駅

（
約
4
㎞
、№
16 

宝
山
寺
を
訪

ね
る
コ
ー
ス
）

　

―
―
コ
ー
ス
の

詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
約
10
人
を
1
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、1
列
で
歩
き
ま
す
。生

駒
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
連
絡

協
議
会
の
運
動
普
及
推
進
部
員

が
現
地
指
導
を
実
施
。コ
ー
ス
の

途
中
で
、生
駒
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
説
明
も
あ
り
ま
す
。

　

�

―
―
今
年
度
に
実
施
す
る
同
イ

ベ
ン
ト
に
3
回
以
上
参
加
し
た

人
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す（
1
年
度
に
1
度
だ
け
）。

▼
必
要
品　
飲
み
物
、動
き
や
す
い

服
装

▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
注
意

◇
集
合
場
所
ま
で
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
健
康
状
態
の
す
ぐ
れ
な
い
人
、運

動
制
限
の
あ
る
人
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

◇
事
故
が
起
き
た
場
合
、応
急
処

置
は
行
い
ま
す
が
、市
が
加
入
す

る
傷
害
保
険
の
範
囲
を
超
え
た

責
任
は
負
え
ま
せ
ん
。

▲�コースの詳細

料
理
婚
活
ピ
ザ
教
室

～
笑
顔
で
ご
縁
繋
ぎ
～

▼
対
象　
独
身
の
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
4
日
㈰

10
時
～
14
時
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

▼
内
容　
ピ
ザ
を
作
り
な
が
ら
、結

婚
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム
や

ト
ー
ク
を
楽
し
む
婚
活
イ
ベ
ン

ト
▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、筆
記
用
具

▼
定
員　
男
女
各
12
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
３
０
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
電
話
か
メ
ー 

ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
明
ら
か
に
し
て
、11

月
１
日
㈭
ま
で
に
い
こ
ま
婚
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
林
原
さ
ん（
☎

０
９
０・１
６
７
４・７
７
４
４
、 

koniku.ikom
a@

gm
ail.

com

）

▼
必
要
品　
歩
き
や
す
い
服
装
、筆 

記
用
具
、飲
み
物

▼
定
員　
20
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　

無
料（
昼
食
代
と
し
て

①
１
０
０
０
円
②
１
６
２
０
円

が
別
途
必
要
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
住
所
、氏 

名・ふ
り
が
な
、電
話
番
号
、１
日 

だ
け
受
講
の
人
は
受
講
希
望
日

を
書
い
て
11
月
7
日
㈬（
必
着
） 

ま
で
に
Ｅ
Ｃ
Ｏ
―ｎ
ｅ
ｔ
生
駒
事 

務
局「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
―ｎ
ｅ
ｔ
講
座
」係 

（
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課
内
、 

〒
６
３
０
―０
２
８
８
、東
新
町 

８
―38
、☎
25・１
１
３
５
、
25・ 

４
６
６
３
、econet@

kcn.jp

）

お
や
こ
で
歌
お
う
！

み
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
1
日
㈯ 

14
時
開
演（
開
場
は
13
時
30
分
）、 

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

タ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

　
―
―
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

歌
の
お
ね
え
さ
ん
と
ピ

ア
ノ
、ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
の
演
奏

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。「
も
も
た

ろ
う
」の
寸
劇
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

▼
定
員　
１
６
０
人

▼
費
用　
５
０
０
円（
3
歳
～
小

学
生
は
３
０
０
円
）

　

―
―
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
11
月
7 

日
㈬
9
時
30
分
か
ら
、北
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は

ば
た
き
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ 

ら
ぎ
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
、図
書
会
館
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
劇
団
び
ま
じ
ょ
ん
ず 

市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会（
☎

０
９
０・４
２
８
８・０
６
９
４
）

―
―
「
市
民
み
ん
な
で
創
る
音
楽

祭
」事
業
の
一
環
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
の
有
無　
当
日
7
時
に
本 

市
に
何
ら
か
の
警
報
が
発
令
さ 

れ
る
か
、午
後
の
降
水
確
率
が
40 

％
以
上
と
き
は
中
止
し
ま
す
。中 

止
の
場
合
は
当
日
８
時
30
分
以 

降
に
電
話（
☎
75・１
０
０
２
）で 

確
認
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
か
ら
電
話
か
直
接
、健
康
課

（
☎
75・１
０
０
２
）

親子で楽しく歌いましょう
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

小・中
学
生
～
や
ろ
う
よ
！

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
～

▼
対
象　
小・中
学
生

▼
と
き・
と
こ
ろ　
11
月
18
日
㈰
、

生
駒
市
体
育
協
会
滝
寺
S
．C
．

体
育
館

①
小・
中
学
生
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

体
験
会
…
12
時
30
分
～
15
時

（
受
付
は
12
時
か
ら
）

②
小・
中
学
生
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

講
習
会
…
15
時
～
18
時（
受
付

は
14
時
30
分
か
ら
）

③
中
学
生
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講

習
会
…
18
時
～
20
時
30
分（
受

付
は
17
時
30
分
か
ら
）

▼
内
容　

①
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
通

じ
て
運
動
の
楽
し
さ
知
る
体
験

会
②
③
実
業
団
選
手
に
よ
る
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
の
体
験
と
講
習
会

▼
必
要
品　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲 

み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル

　

―
―
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
で

き
ま
す
。

▼
定
員　
各
60
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
５
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日 

㈭
か
ら
電
話
か
メ
ー
ル
で
氏
名
、 

学
年
、連
絡
先
を
明
ら
か
に
し

て
、生
駒
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ 

ス
ク
ラ
ブ
の
石い

し

上が
み

さ
ん（
☎
０
９ 

０・４
７
６
２・６
７
０
５
、m

i 
nokichi1961_01_10@

yaho 
o.co.jp

）

Pick Up News
今月の注目情報

　8月25日㈯に、グランフロント大阪で開か
れた「シビックパワーバトル 大坂夏の陣」に
おいて、生駒市チームが最優秀賞である「プロ
フェッショナル審査員賞」を受賞しました。シ
ビックパワーバトルは、市民や団体、行政が一
つのチームとなりオープンデータを使って、ま
ちの魅力をアピールし合うイベント。関西初開
催となる今回の「大坂夏の陣」には尼崎市、京
都市左京区、神戸市、枚方市、生駒市の5都市
が参加しました。
　観光資源や特産品などの有無
を紹介するのではなく「生駒流の
暮らし方」をアピールした点が高
く評価されました。

生駒市が最優秀賞！プレゼンバトル
「シビックパワーバトル 大坂夏の陣」

問いこまの魅力創造課（内線733）

最優秀賞を喜ぶ生駒市チームの皆さん

▲�詳しくは
こちら

家
事
家
計
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
16
日
㈮ 

10
時
～
11
時
30
分
、市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト

▼
内
容　
家
計
簿
か
ら
食
べ
す
ぎ

持
ち
す
ぎ
使
い
す
ぎ
の
こ
と
を
考

え
ま
し
ょ
う
。家
計
実
例
発
表
も

あ
り
ま
す
。

▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
４
０
０
円

　
―
―
託
児
も
あ
り
ま
す（
定
員
5 

人
、一
人
２
０
０
円
、申
込
順
）。

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
か
ら
電
話
で
住
所
、氏
名
、連

絡
先
、託
児
の
有
無
を
明
ら
か
に 

し
て
、奈
良
友
の
会
生
駒
方
面 

の
土
手
さ
ん（
☎
74・５
９
９
２
）

ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産

韓
国
伝
統
文
化
公
演
歴
史
の
風

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
21
日
㈮ 

19
時
開
演（
開
場
は
18
時
30
分
）、 

た
け
ま
る
ホ
ー
ル

　
―
―
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
ユ
ネ
ス
コ
人
類
無
形
文 

化
遺
産
の「
處チ

ョ
ヨ
ン
ム

容
舞・農
楽・カ
ン 

ガ
ン
ス
ル
レ
」な
ど
の
韓
国
伝
統

文
化（
舞
踊・
歌・
楽
器
）を
パ
リ

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
公
演

し
絶
賛
さ
れ
た
印イ

ン

南ナ
ム

順ス
ン

さ
ん
が

監
修
の
公
演
。日
韓
太
鼓
の
共

演
と
合
わ
せ
て
楽
し
め
ま
す
。

▼
定
員　
７
０
０
人

▼
費
用　
５
０
０
円（
高
校
生
以

韓国の伝統文化を楽しみましょう

下
は
無
料
）

　
―
―
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
、10
月
25 

日
㈭
9
時
30
分
か
ら
北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は

ば
た
き
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ 

ら
ぎ
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
、図
書
会
館
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
韓
国
民
団
生
駒
の
金キ

ム

高
山
こ
も
れ
び
市

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
4
日
㈰

10
時
～
16
時
、高
山
竹
林
園（
荒

天
中
止
）

▼
内
容　
茶
筌せ

ん

の
里
に
あ
る
高
山

竹
林
園
で
、初
の
ク
ラ
フ
ト
市
＆

マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。手
作

り
の
温
か
み
や
人
と
人
が
つ
な 

が
る
心
地
よ
さ
、て
い
ね
い
な
暮

ら
し
な
ど
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
費
用　
入
場
無
料（
有
料
ブ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
）

▼
問
合
せ　
高
山
こ
も
れ
び
市
実 

手作りの一品がたくさん揃います

さ
ん（
☎
78・６
４
９
１
）

―
―
「
市
民
み
ん
な
で
創
る
音
楽

祭
」事
業
の
一
環
で
開
催
し
ま
す
。

行
委
員
会
事
務
局
の
芳
沢
さ
ん 

（
☎
０
９
０・９
５
６
９・７
４
３ 

５
、takayam

akom
orebii 

chi@
yahoo.co.jp

）
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里
山
保
全
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
の
た
め
の
参
考
事
例
見
学
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
12
日
㈪

8
時
30
分
生
駒
駅
中
央
改
札
前 

集
合
、12
時
生
駒
駅
解
散
予
定

▼
内
容　
自
然
農
園「
ア
イ
ビ
ィ
フ 

ァ
ー
ム
」（
大
和
郡
山
市
）で
化
学 

肥
料
や
農
薬
に
よ
る
環
境
負
荷 

軽
減
に
配
慮
し
た「
環
境
保
全
型 

農
業
」の
事
例
を
見
学

▼
必
要
品　
飲
み
物
、雨
具
、歩
き

や
す
い
服
装

▼
費
用　
３
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

は
が
き
に 

参
加
者
全
員
の
住
所・
氏
名・
電 

話
番
号
を
書
い
て
、11
月
10
日 

㈯（
必
着
）ま
で
に
学
研
高
山
第 

2
工
区
の
あ
り
方
を
考
え
る
生 

駒
市
民
の
会
の
山
口
昭
夫
さ
ん 

（
〒
６
３
０
―０
１
３
５
、南
田
原 

町
１
０
５
１
―８
、☎
０
９
０・７ 

３
５
８・５
４
６
４
）

季
節
の
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー 

講
座
～
ク
リ
ス
マ
ス
編
～

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
1
日
㈯

13
時
～
15
時
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

▼
内
容　
Ｊ
Ｓ
Ａ
ア
イ
シ
ン
グ
ク 

ッ
キ
ー
認
定
講
師
の
梶
山
め
ぐ

み
さ
ん
に
よ
る
講
座
。ア
イ
シ
ン

グ
ク
ッ
キ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
オ 

ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
っ
て
ツ
リ
ー

に
飾
り
ま
し
ょ
う
。一
人
５
個
の

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。

クリスマスにぴったりな
オーナメント

竹
細
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
市
内
に
住
む
小
学
生
以

上（
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
11
日
㈰

13
時
～
17
時
、高
山
竹
林
園

▼
内
容　

竹
ク
ラ
フ
ト
制
作
者
の

伊
藤
俊
夫
さ
ん
に
よ
る
茶ち

ゃ

筌せ
ん

な

ど
の
端
材
を
使
用
し
て
、四
季
に

竹の端材でかわいい
イノシシを作ります

森
で
遊
ぼ
う

「
ぼ
う
け
ん
の
森
づ
く
り
」

▼
対
象　
小
学
生
以
上
で
木
を
切 

っ
て
遊
ん
で
み
た
い
人（
大
人
の 

参
加
も
歓
迎
、小
学
３
年
生
以

下
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
25
日
㈰

9
時
～
14
時
、南
田
原
町
池
田 

山
林
、お
ま
つ
の
宮（
南
田
原
町
） 

に
9
時
集
合（
雨
天
時
は
12
月

2
日
㈰
に
順
延
）

▼
内
容　
矢
田
丘
陵
の
里
山
で
地

形
や
自
然
を
利
用
し
た
遊
び
や 

間
伐
材
、笹
を
使
っ
て
秘
密
基
地 

を
作
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

秋
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
対
象　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
18
日
㈰

平
成
30
年
度

生
駒
の
歴
史
と
文
化
入
門
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
16
日
㈮ 

14
時
～
15
時
30
分
、生
駒
ふ
る
さ 

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
内
容　
生
駒
市
文
化
財
保
護
審

議
会
会
長
の
今い

ま

木ぎ

義よ
し

法の
り
さ
ん
に

よ
る
講
座「
中
世
の
夢
―権
力
掌

握
の
夢
を
共
有
す
る
集
団
」。摂

関
家
の
三
男
で
権
力
掌
握
を
目

指
し
た
九
条
兼か

ね

実ざ
ね

の
日
記「
玉ぎ

ょ
く

葉よ
う

」を
通
し
て
中
世
の
人
々
の
夢

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
定
員　
49
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
５
０
０
円（
生
駒
歴
史
文 

化
友
の
会
会
員
は
４
０
０
円
）

▼
問
合
せ　

生
駒
ふ
る
さ
と
ミ
ュ 

ー
ジ
ア
ム（
☎
71・７
７
５
１
）

応
じ
た
作
品
を
作
る
ク
ラ
フ
ト
教

室
。今
回
は
第
3
弾「
来
年
の
干

支『
イ
ノ
シ
シ
』の
制
作
」（
年
4

回
開
催
予
定
）

▼
定
員　
10
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
５
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
24
日

㈬
か
ら
往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
、メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員
の

住
所・
氏
名・
ふ
り
が
な・
年
齢・ 

電
話
番
号
を
書
い
て
、高
山
竹
林 

園「
竹
細
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
係
」 

（
〒
６
３
０
―０
１
０
１
、高
山 

町
３
４
４
０
、☎
79・３
３
４
４
、 

79・９
９
４
４
、takayam

 
atikurinen@

kcn.jp)

10
時
30
分
～
15
時
30
分
、生
駒

山
麓
公
園
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使 

っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ 

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。ホ
ク
ホ
ク

の
焼
き
芋
や
脂
の
乗
っ
た
鮭
料

理
な
ど
家
族
で
秋
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。食
後
は
森
を
探
検
し
、

自
然
の
中
で
秋
を
探
し
ま
す
。

▼
定
員　
50
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
大
人
３
０
０
０
円
、中
学 

生
以
下
２
０
０
０
円
、３
歳
未
満 

５
０
０
円（
市
外
の
人
は
大
人
３ 

０
０
円
、中
学
生
以
下
２
０
０

円
、３
歳
未
満
１
０
０
円
増
し
。

食
費
な
ど
全
て
含
む
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
26
日

㈮
９
時
か
ら
電
話
で
生
駒
山
麓

公
園（
☎
73・８
８
８
０
）

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、は
さ
み

▼
定
員　
10
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
８
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

11
月
6
日 

㈫
～
11
日
㈰
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー 

ル
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、 

電
話
番
号
、講
座
名
を
書
い
て
、 

鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
講
座 

受
付
係（
☎
78・
７
９
６
６
、 

78・９
９
７
４
、shikanodai- 

info@
ikom

ashi-sg.jp

）

▼
必
要
品　
弁
当
、飲
み
物
、動
き

や
す
い
服
装
、運
動
靴
、タ
オ
ル
、

軍
手
、雨
具

▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
一
人
１
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
10
月
25
日
㈭ 

か
ら
電
話
か
メ
ー
ル
で
参
加
者 

全
員
の
住
所・氏
名・年
齢・電
話 

番
号
を
明
ら
か
に
し
て
、い
こ
ま 

里
山
ク
ラ
ブ
代
表
の
後
藤
さ
ん 

（
☎
０
7
０・6
５
１
７・５
９
4 

１
、gotouya00@

yahoo.
co.jp

）
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

▶�対象　主に市内や奈良県内で就職意欲の
ある子育て中の女性

▶�とき・ところ　11月21日 ㈬13：00～16：
00、生駒駅前図書室ギャラリー

▶�内容　市内や奈良県内で、託児所付きなど
子育てに理解のある企業3社が参加する就
職面接会。託児があるので子連れでも安心
して参加できます（服装自由）。

▶�必要品　履歴書（市販で可）、ハローワーク
紹介状、必要に応じて職務経歴書

　�――ハローワーク紹介状は最寄りのハロー
ワークで入手できます。必ず事前に取得し
てください。

▶�定員　各ブース9人（一人20分。要事前予
約。1歳～就学前の託児あり）

　�――託児が必要な人はハローワーク紹介状
取得時に伝えてください。

▶�申込み　直接、最寄りのハローワーク
▶�問合せ　ハローワーク奈良（☎0742-36-

1601、自動音声案内に従い「41＃」を押し
てください）、生駒市ふるさとハローワーク

（☎73-1105）
――定員に空きがあれば事前予約なしで参加
企業の仕事内容などを聞くこともできます。

子連れで
就職面接会

託児あり服装自由

福
祉
セ
ン
タ
ー

親
と
子
の
う
ど
ん
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
心
身
障
が

い
者・
児（
国
が
指
定
す
る
難
病

を
含
む
）と
そ
の
親（
親
が
参
加

で
き
な
い
場
合
、ヘ
ル
パ
ー
な
ど

と
の
参
加
も
可
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
24
日
㈯

10
時
～
12
時
30
分
、福
祉
セ
ン

タ
ー

　

―
―
生
駒
駅・
東
生
駒
駅
～
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
無
料
送
迎
バ
ス

が
あ
り
ま
す
。

▼
内
容　

手
打
ち
う
ど
ん
と
か
き

揚
げ
を
親
子
で
ペ
ア
に
な
っ
て

作
り
ま
す
。

▼
定
員　
10
組（
抽
選
制
）

▼
費
用　
１
組
１
０
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
は
が
き
か
電 

話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
住
所
、 

氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
、

障
が
い
の
種
別
、難
病
名
を
明 

ら
か
に
し
て
、10
月
31
日
㈬（
必 

着
。休
館
日
を
除
く
）ま
で
に
福 

祉
セ
ン
タ
ー（
〒
６
３
０
―０
２ 

２
１
、さ
つ
き
台
２
丁
目
６
―１
、 

☎
73・０
７
０
０
、
73・０
２
９ 

４
、fukusi-center@

kcn.jp

）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

受
入
体
制
整
備
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
５
日
㈪ 

15
時
～
17
時（
受
付
は
14
時
30

分
か
ら
）、市
役
所
４
階
会
議
室

▼
内
容　
日
本
観
光
振
興
協
会
観 

光
地
域
づ
く
り
支
援
認
定
講
師

の
田
中
三み

つ

文ふ
み
さ
ん
が「
よ
う
こ
そ 

生
駒
へ
。地
域
で
で
き
る
受
入
環 

境
づ
く
り
」「
集
客
に
つ
な
げ
る 

外
国
人
へ
の
お
も
て
な
し
」を
テ 

ー
マ
に
外
国
人
観
光
客
へ
の
接

遇
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講

演
し
ま
す
。

▼
定
員　
15
人
程
度

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
４
日

ふ
ろ
ー
ら
む
11
月
の
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ 

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
こ
ろ　

花
の
ま
ち
づ
く
り
セ 

ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む

▼
申
込
み・問
合
せ　
は
が
き
か
電 

話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名・
ふ
り
が
な
、日
中
連
絡
の

つ
く
電
話
番
号
、受
講
し
た
い

教
室
名
を
明
ら
か
に
し
て
、11
月

7
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
花
の
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら 

む「
11
月
の
教
室
」係（
〒
６
３ 

０
―０
１
２
２
、真
弓
１
丁
目
11
― 

16
、☎
70・０
１
８
７
、
70・０ 

２
８
７
、hanam

achi@
city. 

ikom
a.lg.jp

）

　

︱
―
結
果
は
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。キ
ャ
ン
セ
ル
不
可

■
ク
リ
ス
マ
ス
の
ウ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム

を
作
り
ま
し
ょ
う
♪

▼
と
き　
11
月
21
日
㈬
10
時
～
12

時
▼
内
容　

サ
ニ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
谷 

本
由
理
さ
ん
に
よ
る
、手
作
り
の

木
製
フ
レ
ー
ム
と
ラ
グ
ラ
ス
の 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
ク 

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
る
教
室

クリスマス飾りを
手作りしよう

㈰
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル 

に
事
業
所
名
、所
在
地
、連
絡
先
、 

業
種・
事
業
内
容
、氏
名
を
書
い 

て
商
工
観
光
課「
イ
ン
バ
ウ
ン 

ド
セ
ミ
ナ
ー
」係（
☎
74・１
１
１ 

１
、
74・９
１
０
０
、keizai 

@
city.ikom

a.lg.jp

）

▼
定
員　
８
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
１
０
０
０
円

■
ク
リ
ス
マ
ス・
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を

作
ろ
う
♪

▼
と
き　
11
月
24
日
㈯
10
時
～
12

時
▼
内
容　

フ
ロ
ー
ラ・
ア
ン
ジ
ェ

リ
ー
ク
の
山
口
真
理
子
さ
ん
に

よ
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー 

な
ど
の
花
材
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
よ
う
な
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム 

を
作
る
教
室（
21・
5
㎝
の
ロ
ン

グ
ボ
ト
ル
を
使
用
。７
色
に
光
る

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
付
き
）

▼
必
要
品　
持
ち
帰
り
用
の
袋

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
8
０
０
円

■
手
描
き
染
め
教
室
♪

▼
と
き　
11
月
29
日
㈭
13
時
30
分

～
15
時
30
分

▼
内
容　
な
で
し
こ
の
桝
井
瑞
枝

さ
ん
に
よ
る
、ミ
ニ
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
作
る
教
室
。お
正
月
飾
り 

に
も
な
り
ま
す（
縦
20
㎝
×
横
11 

㎝
、吊
り
棒
付
き
）。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、テ
ィ
ッ
シ 

ュ
、筆・
筆
拭
き
布・
絵
皿（
持
っ

て
い
る
人
だ
け
）

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
1
２
０
０
円
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生駒ふれあい

市民マラソン
▶�対象　小学1～3年生とその保護者（ペアマラソン）、 

小学4～6年生、中学生、高校生、一般（高校生を除
く）で事前に医師の診断を受け、競技に支障がない
と認められた人。小学校駅伝の部は、小学4～6年生
が対象です。

▶�とき・コース　平成31年1月13日㈰（雨天決行）、高
山サイエンスプラザ前を発着点とする高山サイエン
スタウン周辺

　｜｜受付は8：00～8：30です。
▶�表彰など　小・中学生は8位まで（小学生は学年別1

位。中学生は市内の部3位まで）、一般・高校生は3位
までに賞状を各種目の1位にはメダルを贈ります（ペ
アマラソンを除く）。参加者に記念品が、完走者には
完走証があります（駅伝、ペアマラソンを除く）。

▶注意
◇参加者にはスポーツ保険をかけます。

◇小・中学生はマラソンと駅伝の両種目に重複して参
加できます。

◇豪雨や事故などで選手の安全確保が困難な場合は大
会を中止します。その場合、参加料は返金しません。

◇ゼッケンは、一般・高校生と駅伝チームは主催者側
で準備します。小・中学生は各自で1枚、胸に付けて
ください（縦15㎝×横25㎝）。なお、駅伝のタスキは
各チームで準備してください。

◇詳しくは申込書に付属の大会要項をご覧ください。
▶�申込み・問合せ　11月５日㈪～16日㈮（9：00～17： 

00）に、スポーツ振興課、市内体育施設にある申込
書に必要事項を書き、参加費を添えて生駒ふれあ
い市民マラソン組織委員会（スポーツ振興課内、
〒630-0288 東新町8-38、内線663）へ直接持参
してください。参加費は現金書留か銀行振込もでき
ます。

種目 スタート時刻 費用

A 一般男子（高校生以上）10㎞
10：00 2,000円

B 一般女子（高校生以上）10㎞

C 中学男子5㎞
9：30

500円
D 中学女子2㎞

E 小学男子（4～6年生）2㎞
9：15

F 小学女子（4～6年生）2㎞

兼ジュニア駅伝大会2019

種目 スタート時刻 費用

G ペアマラソン2㎞ 10：05 500円

H 中学男子駅伝2㎞×5区間

10：50 2,500円
I 中学女子駅伝2㎞×5区間

J 小学男子駅伝2㎞×5区間

K 小学女子駅伝2㎞×5区間

ニ
ー
ト
の
就
職
応
援

説
明
会
と
セ
ミ
ナ
ー

▼
対
象　
県
内
に
住
む
15
～
39
歳

　

の
未
就
労
者
な
ど
で
、就
職
に

　
不
安
を
抱
え
て
い
る
人

▼
と
き・と
こ
ろ　

◇
説
明
会
…
11
月
2
日
㈮
14
時
～

16
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
セ
ミ
ナ
ー
…
11
月
７
日
㈬・
８

日
㈭・
９
日
㈮・
12
日
㈪・
14
日

㈬・
15
日
㈭・
16
日
㈮
、10
時
～

16
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
就
職
に
向
け
た
セ
ミ
ナ 

ー
を
7
講
座
開
講
し
ま
す
。心
身 

に
関
す
る
も
の
か
ら
、就
職
に
向 

け
た
実
践
的
な
講
座
ま
で
、毎
回 

異
な
る
講
座
を
実
施
し
、就
職

活
動
を
応
援
し
ま
す（
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
に
企
業
で
の
就
労
訓
練

を
予
定
）。

　
―
―
個
別
相
談
も
随
時
開
催
し

て
い
ま
す
。

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
1
日 

㈭
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で
住 

所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番 

号
を
明
ら
か
に
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法 

人
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ 

ー
奈
良
Ｃ
Ｓ
ス
ク
ー
ル
橿
原
校 

の
山
田
政
利
さ
ん（
☎
０
７
４ 

４・29・６
７
７
６
、npo-cscn 

ara@
celery.ocn.ne.jp

）

　

―
―
説
明
会
の
申
込
と
セ
ミ
ナ 

ー
の
申
込
は
セ
ッ
ト
で
す（
全
日

程
参
加
で
き
な
く
て
も
応
募
で

き
ま
す
）。

ど
ん
ぐ
り
工
作
を
楽
し
も
う
！

▼
対
象　
中
学
生
以
下（
未
就
学

児
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
4
日
㈰

10
時
～
11
時
30
分
、鹿
ノ
台
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
内
容　
図
書
館
職
員
に
よ
る
ど

ん
ぐ
り
に
関
す
る
本
の
紹
介
と

ど
ん
ぐ
り
の
工
作
を
楽
し
む
催

し
▼
必
要
品　
は
さ
み
、木
工
用
接

着
剤

▼
定
員　
30
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　

鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ 

ー
ル
図
書
室（
☎
78・９
９
７
３
）どんぐりで工作を楽しもう
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

優
良
従
業
員
表
彰
式・

記
念
講
演

▼
と
き
･
と
こ
ろ　
11
月
21
日
㈬
、 

表
彰
式
…
15
時
10
分
～
15
時
30

分
、記
念
講
演
…
15
時
30
分
～

17
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー中野雅至さん

女
性
の
た
め
の
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
講
座（
入
門
編
）

▼
対
象　
女
性

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
4
日
㈫・

18
日
㈫
、平
成
31
年
1
月
8
日

㈫・
22
日
㈫
、2
月
5
日
㈫・
19

日
㈫
、3
月
5
日
㈫・
19
日
㈫
、

10
時
～
12
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

▼
内
容　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
県
健 

康
麻マ

ー

雀ジ
ャ
ン

協
会
主
任
講
師
の
石
垣 

雅
浩
さ
ん
に
よ
る
健
康
マ
ー
ジ 

ャ
ン
入
門
講
座
。指
や
頭
の
体
操 

に
も
な
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
初
心

者
に
も
お
も
し
ろ
く
分
か
り
や 

す
く
指
導
。オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス

生
駒
市
芸
術
協
会
連
盟

俳
画
の
年
賀
状
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
16
日
㈮ 

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、南
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
干
支
の
年
賀
状
の
書
き

方
指
導

▼
必
要
品　
顔が

ん

彩さ
い

、絵
筆
、絵
皿
、

水
入
れ
、タ
オ
ル

▼
定
員　
10
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
０
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
は
が
き
に
住 

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て 

10
月
25
日
㈭
～
11
月
６
日
㈫（
必 

着
）ま
で
に
西
村
民た

み

穂ほ

さ
ん（
〒 

６
３
０
―０
２
２
２
、壱
分
町
１ 

３
８
４
―14
、☎
０
９
０・９
９
９ 

３・５
８
５
６
）

生
駒
市
体
育
施
設
の

年
間
使
用
申
し
込
み

　

市
の
体
育
施
設
の
年
間
使
用
予

約
を
受
け
付
け
、年
間
日
程
調
整

会
議
を
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
19

時
か
ら
市
役
所
４
０
１
会
議
室
で

開
き
ま
す
。

▼
対
象　
平
成
31
年
４
月
１
日
～

翌
年
３
月
31
日
に
国
際・
全
国・

近
畿・奈
良
県
大
会
、全
市
域
を

対
象
と
し
た
大
会
な
ど
大
規
模 

な
行
事
の
開
催
を
予
定
し
、準
備 

な
ど
に
長
時
間
が
必
要
な
団
体

（
対
象
団
体
以
外
は
、使
用
日
の

２
か
月
前
か
ら
各
体
育
施
設
で

受
付
可
）

▼
体
育
施
設

◇
生
駒
市
体
育
協
会
総
合
Ｓ
．Ｃ
．

…
体
育
館
、会
議
室
、グ
ラ
ウ
ン

ド
、相
撲
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
生
駒
市
体
育
協
会
滝
寺
Ｓ
．Ｃ
．

…
体
育
館
、会
議
室
、多
目
的

室
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
含
む
）、武
道
館
、健
民
運

動
場

◇
北
大
和
…
体
育
館
、会
議
室
、グ

ラ
ウ
ン
ド
、野
球
場

◇
小
平
尾
南
…
体
育
館
、会
議
室
、

グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
Ｔタ

ッ

ク
Ａ
Ｃ
井
出
山
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
…
体
育
館
、会
議
室
、グ
ラ
ウ

ン
ド
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
む
か
い
や
ま
公
園
…
体
育
館
、グ

ラ
ウ
ン
ド
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
Ｈホ

ス
Ｏ
Ｓ
生
駒
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
…
体
育
館
、会
議
室
、多
目

的
室
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
イ
モ
山
公
園
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト

◇
山
麓
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
Ａ・

Ｂ・Ｃ
コ
ー
ト
だ
け
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
9
日

㈮
ま
で
に（
一
財
）生
駒
市
体
育 

協
会
事
務
局（
〒
６
３
０
―０
２ 

６
６
、門
前
町
９
―20
、生
駒
市

体
育
協
会
滝
寺
Ｓ
．Ｃ
．体
育
館 

１
階
、☎
73・８
８
２
２
）か
ス
ポ 

ー
ツ
振
興
課（
内
線
６
６
３
）に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
直
接
、同
事
務
局

　

―
―
県
大
会
以
上
の
規
模
の
行

事
の
場
合
は
、前
回
の
開
催
要

項
な
ど
大
会
の
内
容
が
分
か
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

奈
良
ク
ラ
ブ
を
応
援
し
よ
う

～
生
駒
市
民
デ
ー
を
開
催
～

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
18
日
㈰

13
時
キ
ッ
ク
オ
フ（
開
場
は
11

時
）、な
ら
で
ん
フ
ィ
ー
ル
ド（
旧

奈
良
市
鴻
池
陸
上
競
技
場
）

▼
内
容　
奈
良
県
初
の
Ｊ
ク
ラ
ブ

入
り
を
目
指
す
奈
良
ク
ラ
ブ
が

コ
バ
ル
ト
ー
レ
女お

な

川が
わ
と
対
戦
。地

元
の
特
産
品
や
飲
食
な
ど
を
販

売
す
る
ブ
ー
ス
も
出
店
し
ま
す
。

▼
費
用　
無
料

（
開
場
は
15
時
）

▼
内
容　
神
戸
学
院
大
学
教
授
の

中
野
雅ま

さ

至し

さ
ん
に
よ
る
講
演「
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え

た
働
き
方
と
は
」。講
演
前
に
優

良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま

す
。

▼
定
員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
か
ら
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
に 

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い 

て
生
駒
商
工
会
議
所（
☎
74・３ 

５
１
５
、
74・９
１
８
５
、in 

fo@
ikom

acci.or.jp)

ト
で
実
践
中
心
に
行
い
ま
す
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
定
員　
40
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
１
万
6
０
０
０
円（
全
8 

回
分
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
6
日 

㈫
～
11
日
㈰
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ 

ー
ル
に
講
座
名
、郵
便
番
号
、住 

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て
、 

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
講 

座
受
付
係（
☎
71・３
３
３
１
、 

71・３
３
５
１
、kitakom

i-in 
fo@

ikom
ashi-sg.jp

）

　
―
―
当
日
に
会
場
１
階
入
口
付

近
の「
生
駒
市
民
招
待
チ
ケ
ッ

ト
ブ
ー
ス
」で
受
け
付
け
ま
す
。

市
内
に
在
住・
在
勤・
在
学
す
る

証
明
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
ク 

ラ
ブ（
☎
０
７
４
２・93・３
８
１ 

５
）
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小
学
生
長
距
離
走
記
録
会

▼
対
象　
市
内
に
住
む
小
学
生

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
17
日
㈯ 

14
時
30
分
か
ら（
受
付
は
13
時
45 

分
～
14
時
15
分
、小
雨
決
行
）、Ｈホ 

ＯスＳ
生
駒
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ 

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

︱︱

荒
天
の
場
合
は
18
日
㈰
に 

順
延
し
ま
す
。当
日
12
時
以
降

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
距
離

◇
小
学
１・２
年
生
…
５
０
０
ｍ

◇
小
学
３・４
年
生
…
１
㎞

◇
小
学
５・６
年
生
…
１・５
㎞

▼
必
要
品　

運
動
で
き
る
服
装
、

運
動
靴

▼
費
用　
無
料

▼
そ
の
他　
記
録
会
に
参
加
し
た

小
学
５・
６
年
生
で
、希
望
者
は

奈
良
県
が
主
催
す
る
市
町
村
対 

抗
子
ど
も
駅
伝
大
会（
平
成
31
年 

３
月
9
日
㈯
９
時
か
ら
、橿
原

運
動
公
園
）に
本
市
の
代
表
選

手
と
し
て
出
場
で
き
る
選
考
会

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

︱︱

駅
伝
大
会
に
向
け
て
合
同

練
習
会
と
現
地
試
走
会
を
行
い

ま
す
の
で
、本
市
代
表
選
手
に

選
ば
れ
た
人
は
参
加
し
て
く
だ

さ
い（
日
程
は
未
定
）。

▼
申
込
み・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ 

振
興
課
や
小
学
校
で
配
布
す
る 

申
込
用
紙
を
、11
月
８
日
㈭（
必 

着
）ま
で
に
郵
送
か
直
接
、同
課（ 

〒
６
３
０
―０
２
８
８
、東
新
町 

８
―38
、内
線
６
６
３
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
（
一
財
）生
駒
市
体
育

協
会（
☎
73・８
８
２
２
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・
通
学
し
て
い
る
小
学
５

年
生
以
上

▼
と
き・と
こ
ろ

◇
木
曜
日
コ
ー
ス
…
11
月
22
日・29 

日
、12
月
6
日・13
日・20
日
、９

時
30
分
～
12
時
、生
駒
市
体
育

協
会
総
合
Ｓ
．Ｃ
．体
育
館

◇
日
曜
日
コ
ー
ス
…
11
月
18
日・25 

日
、12
月
9
日・16
日・23
日
、9

時
30
分
～
12
時
、生
駒
市
体
育

協
会
滝
寺
Ｓ
．Ｃ
．体
育
館

▼
指
導　
生
駒
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
員

▼
必
要
品　
運
動
着
、体
育
館
シ 

ュ
ー
ズ
か
上
靴
、ラ
ケ
ッ
ト（
持 

っ
て
い
る
人
だ
け
）

■
ミ
ニ
ラ
ク
ビ
ー
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
幼
児
～
小

学
生

　

―
―
タ
ッ
ク
ル
が
な
い
の
で
女

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
11
日
㈰ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分
、生
駒

市
体
育
協
会
総
合
Ｓ
．C
．体
育

館
▼
指
導　
生
駒
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
員

▼
必
要
品　
運
動
着
、体
育
館
シ 

ュ
ー
ズ

社
交
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
ょ
う

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
１
日
㈭ 

12
時
30
分
～
14
時
20
分
、北
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ

は
ば
た
き

▼
内
容　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を

目
指
し
て
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
運
動
靴

▼
定
員　
20
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
～
31
日
㈬
に
電
話
で
あ
さ
み

ど
り
の
斎
藤
正
彦
さ
ん（
☎
79・

５
４
６
６
）

山
の
辺
の
道
を
歩
く

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
20
日
㈫ 

８
時
30
分
～
15
時
、Ｊ
Ｒ
奈
良
駅 

改
札
内
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横
集

合
▼
内
容　
長ち

ょ
う
が
く
じ

岳
寺
や
黒
塚
古
墳
と

展
示
館
を
巡
り
長な

が
ら柄
か
ら
柳
本

ま
で
歩
き
ま
す
。

▼
必
要
品　
弁
当
、飲
み
物
、雨
具
、 

健
康
保
険
証
、タ
オ
ル

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
５
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
往
復
は
が
き 

に
開
催
日
、住
所
、氏
名
、年
齢
、 

当
日
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号 

を
書
い
て
、10
月
26
日
㈮
～
11
月 

12
日
㈪
に
あ
ゆ
み
の
会
の
新し

ん
か
い海 

仁ひ
と
し司
さ
ん（
〒
６
３
０
―０
２
１ 

５
、東
菜
畑
２
丁
目
７
１
２
―３
、 

☎
74・６
７
３
１
）

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
一
日
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
21
日
㈬ 

10
時
～
15
時
、芸
術
会
館
美み

楽ら

来く
▼
内
容　

バ
ラ
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
は
さ
み
、エ
プ
ロ
ン
、

軍
手
、持
ち
帰
り
用
袋
、昼
食

▼
定
員　
20
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
２
０
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
往
復
は
が
き 

に
住
所
、氏
名・ふ
り
が
な
、電
話 

番
号
を
書
い
て
、10
月
26
日
㈮
～ 

11
月
18
日
㈰
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ 

ス
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
の
坂
井
美
香
さ 

ん（
〒
６
３
０
―０
２
２
２
、壱
分

町
67
―53
、☎
０
９
０・４
９
０
１・ 

３
７
６
９
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

10
月
25
日
㈭

12
時
～
14
時
30
分
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル（
申
込
不
要
）

▼
内
容　

シ
ニ
ア
向
け
の
や
さ
し

い
振
付
で
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
動
き
や
す
い
服
装
、上 

靴
、飲
み
物

▼
問
合
せ　
奈
良
シ
ニ
ア
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
協
会
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

の
日ひ

下が

志し

美
枝
子
さ
ん（
☎
75・

５
４
０
４
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
１
日
㈭ 

14
時
30
分
～
16
時
30
分
、北
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ

は
ば
た
き（
申
込
不
要
）

▼
内
容　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
仲

間
と
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
動
き
や
す
い
靴
、飲
み

物
▼
問
合
せ　
奈
良
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
協
会
り
ん
ど
う
の
沢
村
映え

い
こ子

さ
ん（
☎
78・７
２
４
８
）
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

歌
唱
を
ハ
ー
ト
で
楽
し
も
う

▼
と
き・
と
こ
ろ　

10
月
30
日
㈫

13
時
～
17
時
、東
旭
ヶ
丘

▼
内
容　
フ
ェ
ス
タ
発
表
曲
を
グ

ル
ー
プ
で
学
習
し
ま
す
。

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
０
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日 

㈭
～
29
日
㈪
に
電
話
で
歌
唱
．ハ 

ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
大お

お

鋸が

集あ
つ
む

さ
ん 

（
☎
０
９
０・８
８
８
７・７
１
４ 

６
）

奥
明
日
香
吟
行
と
歌
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
10
日
㈯ 

９
時
15
分
～
18
時
30
分
、生
駒

駅
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
前
集
合

▼
内
容　
短
歌
を
詠
み
な
が
ら
飛

鳥
川
沿
い
～
奥
明
日
香
を
散
策

し
、夕
方
に
歌
会
を
行
い
ま
す
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料（
交
通
費
、入
館
料

は
別
途
実
費
）

▼
申
込
み・問
合
せ　
往
復
は
が
き 

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書 

い
て
、10
月
26
日
㈮
～
31
日
㈬
に 

銭
太
鼓
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
10
日
㈯ 

12
時
～
14
時
30
分
、た
け
ま
る
ホ 

ー
ル

▼
内
容　

手
軽
に
筋
ト
レ・
脳
ト

レ
に
な
る
銭
太
鼓
の
講
習
会

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日 

若
き
猛も
う
将し
ょ
う

木
村
重
成
の
戦
い

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
10
日
㈯ 

９
時
30
分
～
12
時
30
分
、若
江

岩
田
駅
南
出
口
集
合（
小
雨
決

行
）

▼
内
容　
木
村
重
成
の
奮
戦
跡
を

訪
ね
、若
江
岩
田
駅
～
近
鉄
八

尾
駅
を
歩
き
ま
す
。

▼
必
要
品　

歩
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、飲
み
物
、雨
具

▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
０
０
円

▼
申
込
み・問
合
せ　
往
復
は
が
き 

か
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で 

10
月
26
日
㈮
～
11
月
４
日
㈰
に 

生
駒
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協 

会
の
木
村
喬た

か
し

さ
ん（
〒
６
３
０
― 

０
１
３
５
、南
田
原
町
２
３
２ 

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
16
日
㈮ 

12
時
30
分
～
14
時
30
分
、図
書

会
館（
申
込
不
要
）

▼
内
容　
プ
ロ
の
指
導
で
、楽
し
く

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
ロ
ー
ズ
レ
の
松
本
淳あ

つ 

子こ

さ
ん（
☎
０
９
０・８
３
８
８・ 

８
９
８
４
）

お
酒
の
悩
み
を

相
談
し
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
「
お
酒
を
や
め
た
い
が
や

め
ら
れ
な
い
」「
家
族
の
飲
酒
で

悩
ん
で
い
る
」な
ど
、お
酒
に
関

す
る
悩
み
が
あ
る
人
や
そ
の
家

族（
家
族
だ
け
で
も
可
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　
11
月
9
日
㈮
、

平
成
31
年
1
月
11
日
㈮
、10
時

～
15
時
、セ
ラ
ビ
ー
い
こ
ま

▼
内
容　
生
駒
断
酒
会
に
よ
る
個

別
酒
害
相
談

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
健
康
課（
☎
75・
２
２ 

５
５
）

県
民
公
開
講
座「
す
こ
や
か

健
康
ラ
イ
フ
は
お
口
か
ら
」

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
25
日
㈰ 

①
10
時
～
11
時
②
11
時
～
13
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
①
歯
科
医
師
の
大お

お
た
く
ゆ
き

宅
幸 

夫お

さ
ん
に
よ
る
講
演「
体
を
支
え

る
歯
」②
歯は

っ
ピ
ー
イ
ベ
ン
ト 

（
フ
ッ
化
物
塗
布・口
腔
機
能
測 

定・
口
臭
測
定・
口
腔
乾
燥
チ
ェ 

ッ
ク・お
口
の
PH
度
）

　
―
―
フ
ッ
化
物
塗
布
の
対
象
年

齢
は
、3
～
12
歳
で
す
。②
の
参

加
者
に
は
、虫
歯
予
防
グ
ッ
ズ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
員　
①
１
５
０
人
②
１
０
０

人（
フ
ッ
化
物
塗
布
だ
け
）

▼
費
用　
無
料（
当
日
先
着
順
）

　
︱︱

②
の
フ
ッ
化
物
塗
布
整
理

券
は
、当
日
9
時
40
分
か
ら
先

着
順
で
配
布
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
奈
良
県
歯
科
衛
生
士 

会（
☎
０
７
４
２・
24・
８
０
２
０
、 

生
駒
市
立
病
院
の

公
開
医
療
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
9
日
㈮ 

14
時
～
15
時
、生
駒
市
立
病
院

▼
内
容　
同
院
薬
剤
師
の
前
川
大だ

い

輔す
け
さ
ん
に
よ
る
講
演「
健
康
食
品

に
つ
い
て
」、同
院
薬
剤
師
の
田

浦
稔と

し

基き

さ
ん
に
よ
る
講
演「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」

▼
定
員　
50
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
同
院
医
療
講
座
係（
☎ 

72・１
１
１
１
）

生
駒
地
区
医
師
会

市
民
公
開
健
康
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
17
日
㈯

14
時
～
16
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容　
「
人
生
の“
終
活
”～
最 

期
の
と
き
は
笑
い
と
と
も
に
～
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座

◇
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
理
事
長 

の
柏か

し
わ

木ぎ

哲て
つ

夫お

さ
ん
に
よ
る
講
演

「
死
を
背
負
っ
て
生
き
る
」

５
―２
、☎
兼

25・３
８
０
０
、 

ikom
asirec21@

yahoo.c 
o.jp

、電
話
は
19
時
以
降
）

「
樫
の
木
」短
歌
会
の
西
田
義
雄 

さ
ん（
〒
６
３
０
―０
２
２
１
、さ 

つ
き
台
１
丁
目
６
８
０
―68
、☎

76・８
６
２
９
）

◇
落
語
家
の
笑し

ょ
う

福ふ
く

亭て
い

鶴か
く

志し

さ
ん
に 

よ
る
講
演「
師
匠（
六
代
目
笑
福 

亭
松
鶴
）の
思
い
出
」

▼
定
員　
２
５
０
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　

電
話
で
生

駒
地
区
医
師
会
事
務
局（
☎
75・

３
５
３
５
、平
日
９
時
～
17
時
）

月
曜・
木
曜
日
10
時
～
14
時
、

ndh@
k3.dion.ne.jp

）

㈭
～
11
月
８
日
㈭
に
電
話
で
生 

駒
銭
太
鼓
の
山
田
い
づ
み
さ
ん 

（
☎
０
８
０・３
１
１
１・８
７
０ 

４
）
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講
演
会「
精
神
疾
患
を
知
る
」

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・
通
学
し
、精
神
障
が
い
者

に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
29
日
㈭ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分（
受
付

は
13
時
か
ら
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
よ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

の
扇お

う
ぎ

谷た
に

嘉よ
し

成な
り

さ
ん
に
よ
る
講
演 

会「
精
神
疾
患
を
知
る
～
統
合
失 

調
症・う
つ
病
に
つ
い
て
～
」

▼
定
員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・問
合
せ　
10
月
29
日
㈪ 

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、住 

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
ら
か 

に
し
て
、地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ 

ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎
73・

０
９
０
０
、
73・
０
９
０
７
、

11
時
～
18
時
）

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
を
支

え
る
家
族
の
た
め
の
勉
強
会

▼
対
象　
精
神
障
が
い
者
を
支
え

な
が
ら
、市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・
通
学
し
て
い
る
家
族
で
、

原
則
2
回
と
も
出
席
で
き
る
人

第
27
回

こ
こ
ろ
の
市
民
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
17
日
㈯ 

14
時
30
分
～
16
時
30
分
、コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
「
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

睡
眠
の
大
切
さ
」を
テ
ー
マ
に
、

医
療
法
人
逍し

ょ
う

遥よ
う
か
い会
な
か
が
わ
中

之
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
中
川

晶あ
き
ら

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
。学
び
合

う
た
め
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

も
ぐ
も
ぐ
サ
ロ
ン

▼
対
象　

市
内
に
住
む
生
後
5・

6
か
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
21
日
㈬

10
時
～
12
時
、子
育
て
支
援
総

合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち　

▼
内
容　

保
護
者
同
士
の
交
流
、

保
健
師・
栄
養
士
の
離
乳
食
相

談
、保
育
士
に
よ
る
手
遊
び
や
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど

▼
必
要
品　
母
子
健
康
手
帳
、下

に
敷
く
バ
ス
タ
オ
ル
、お
む
つ
な
ど

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

（
☎
73・５
５
８
２
）

「
ち
ど
り
で
あ
そ
ぼ
」の

子
育
て
講
座

▼
対
象　
市
内
に
住
む
就
学
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
8
日
㈭

10
時
～
11
時
、い
ち
ぶ
ち
ど
り
保

保
育
所・幼
稚
園・こ
ど
も
園
の

先
生・調
理
員
を
募
集
中

■
市
立
保
育
所・こ
ど
も
園

　
臨
時
保
育
士

▼
対
象　
保
育
士
資
格
を
持
っ
て

い
る
人

▼
勤
務
日・勤
務
時
間　
毎
週
月
～ 

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
7
時
～ 

19
時
30
分
の
間
で
、1
日
7
時
間 

45
分（
月
に
1
回
程
度
、土
曜
日 

出
勤
あ
り
）か
毎
週
月
～
土
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）の
15
時
～
19
時

30
分
の
間
で
1
日
3
時
間
程
度

■
市
立
幼
稚
園
講
師

▼
対
象　
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
人

◇
常
勤
講
師

▼
勤
務
日・勤
務
時
間　
毎
週
月
～ 

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
8
時 

15
分
～
16
時
45
分（
園
に
よ
っ
て 

5
分
程
度
前
後
す
る
こ
と
が
あ 

り
ま
す
）

◇
認
定
こ
ど
も
園
生
駒
幼
稚
園

　
預
か
り
担
当
講
師

▼�

勤
務
日・勤
務
時
間　
毎
週
月
～ 

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
次
の

時
間
帯

①
平
常
保
育
期
間
…
14
時
～
17
時 

で
週
1・
2
日（
弁
当
が
な
い
日

は
11
時
30
分
～
17
時
で
月
1・2

日
）

②
長
期
休
業
期
間
…
8
時
10
分
～ 

12
時
か
12
時
～
17
時
で
週
2・3 

日
■
市
立
保
育
所

　
臨
時
調
理
員
の
登
録

▼
対
象　
保
育
所
給
食
に
携
わ
っ

て
み
た
い
人

▼
勤
務
日・勤
務
時
間　
毎
週
月
～ 

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
8
時

30
分
～
16
時
の
間
で
1
日
6
時

間
と
毎
週
土
曜
日（
祝
日
を
除 

く
）の
8
時
～
14
時
の
間
で
1
日 

5
時
間

▼
登
録
方
法・問
合
せ　
市
販
の
履 

歴
書
に
写
真
を
貼
っ
て
、郵
送

か
直
接
、こ
ど
も
課（
〒
６
３
０
― 

０
２
８
８
、東
新
町
８
―38
、内

線
７
７
２・７
７
８
）

　
―
―
詳
し
い
勤
務
条
件
は
、問
い 

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き・と
こ
ろ　
①
12
月
6
日
㈭

②
13
日
㈭
、14
時
～
15
時
30
分 

（
受
付
は
13
時
30
分
か
ら
）、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

①「
私
こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
ま
す

～
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
～
」が
テ
ー
マ
の
体
験
談
と
意

見
交
換
会

②
精
神
疾
患
の
当
事
者
を
支
え
る

家
族
の
体
験
談
と
意
見
交
換
会

▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・問
合
せ　
10
月
29
日
㈪ 

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、住 

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
ら
か 

に
し
て
、地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ 

ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎
73・

０
９
０
０
、
73・
０
９
０
７
、

11
時
～
18
時
）

育
園

▼
内
容　
運
動
遊
び
を
し
ま
し
ょ

う
。

▼
定
員　
15
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
10
時
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
、子
ど
も
の
氏
名・
年
齢
、電 

話・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
ら
か

に
し
て
、い
ち
ぶ
ち
ど
り
保
育 

園（
☎
76・２
４
０
０
、
76・２ 

４
０
１
）

ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
セ
ン 

タ
ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎

73・０
９
０
０
）
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
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エ
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育
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育

健
　
康

自
主
学
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ス
ポ
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ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

平
成
31
年
度
小
学
校 

隣
接
校
選
択
制

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
え

る
教
育
環
境
の
整
備
と
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
促
進
の
た
め
、隣
接

校
選
択
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。住

所
地
に
よ
っ
て
入
学
を
指
定
さ
れ

た
指
定
校
以
外
の
通
学
に
近
い
学

校
を
、子
ど
も
と
保
護
者
の
希
望
で

選
択
で
き
る
制
度
で
す
。

｜
｜

指
定
校
へ
入
学
す
る
場
合
、手 

続
き
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象　
平
成
31
年
４
月
に
生
駒

市
立
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１

年
生（
市
内
に
住
む
平
成
24
年

４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
幼
児
）

▼
選
択
で
き
る
学
校
の
範
囲　
指

定
校
に
隣
接
す
る
学
校
の
中
か

ら
徒
歩
で
通
学
で
き
る
学
校
を

１
校
希
望
で
き
ま
す
。詳
し
く
は

実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
要
領
の
配
布
場
所　
教
育

総
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

幼
稚
園
ウ
イ
ー
ク
in
奈
良

市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
作
品
展

▼
内
容　
市
内
の
園
児
た
ち
の
創

造
力
に
満
ち
た
作
品
を
展
示
し

市立幼稚園こども作品展の日程
園名 とき ところ

あすか野・
俵口・桜ケ丘・
生駒台幼稚園

11月12日㈪～
15日㈭

8：30～17：15
市役所
ロビー壱分・なばた・

認定こども園
生駒幼稚園、
南こども園

11月19日㈪～
22日㈭

8：30～17：15�
（22日は15：00まで）

親
子
の
絆き
ず
な

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
対
象　

市
内
に
住
む
、平
成
30

年
7
月
1
日
～
9
月
29
日
生
ま

れ
の
第
1
子
と
そ
の
母
親
で
、全

日
程
に
参
加
で
き
る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　
11
月
29
日
㈭
、 

12
月
6
日
㈭・13
日
㈭・20
日
㈭
、 

13
時
30
分
～
15
時
30
分
、子
育
て 

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

▼
内
容　
初
め
て
の
子
育
て
で
感

じ
る
悩
み
や
喜
び
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。子
育
て
の
知
識
を
学
び

な
が
ら
、仲
間
づ
く
り
も
で
き
ま

す
。

▼
定
員　
16
組（
抽
選
制
）

▼
費
用　

無
料（
初
回
だ
け
別
途

テ
キ
ス
ト
代
８
６
４
円
が
必
要
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
は 

が
き
に
住
所
、母
親
と
子
ど
も
の 

氏
名・ふ
り
が
な
、年
齢（
子
ど
も 

は
生
年
月
日
）、電
話
番
号
を
書 

い
て
、11
月
8
日
㈭（
必
着
）ま
で 

に
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

た
っ
ち「
親
子
の
絆
づ
く
り
」係 

（
〒
６
３
０
―０
２
５
７
、元
町
1 

丁
目
6
―12
、☎
73・５
５
８
２
）

「
か
る
が
も
の
お
へ
や
」に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
市
内
に
住
む
０
歳
～
就

園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・と
こ
ろ

◇
11
月
8
日
㈭・
22
日
㈭
、12
月

13
日
㈭
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

◇
11
月
9
日
㈮
、12
月
14
日
㈮
、南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
◇
11
月
13
日
㈫・27
日
㈫
、12
月
11

日
㈫・
25
日
㈫
、子
育
て
支
援
総

合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

　

︱︱

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～

11
時
30
分
で
す
。

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
け
入
れ
の
決
定　
各
学
校
の

施
設
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
決

定
す
る
た
め
、人
数
が
多
い
と
き

は
抽
選
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
15
日

㈭
～
30
日
㈮（
必
着
）に
郵
送
か 

直
接
、教
育
総
務
課（
〒
６
３
０
―

０
２
８
８
、東
新
町
８―

38
、内

線
６
２
６
）

　

｜
｜

郵
送
の
場
合
は
必
ず
事
前

に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

親
子
で
楽
し
め
る
体
を

使
っ
た
遊
び
や
手
遊
び
、歌
遊

び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、お
楽

し
み
シ
ア
タ
ー
な
ど

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー 

プ・か
る
が
も
の
会（
☎
75・２
１ 

１
１
、第
3
金
曜
日・
祝
日
を
除 

く
月
～
土
曜
日
の
10
時
～
15
時
）

問農林課（内線337）

イノシシが街
ま ち な か

中に出没
空き地などの草刈りを

　8月、小平尾町の
住宅地にある耕作
放棄地がイノシシ
のすみかとなってい
ました。幸い、人的
被 害はありません
が、いつ被害が起き
てもおかしくない状況でした。その他の市街地で
も多数目撃されており、市民の皆さんに危害が及
ぶ危険性があります。
■イノシシのすみかにしないために草刈りが必要
　背丈を超える草や笹などで覆い茂っている場所
は、イノシシの絶好のすみかになります。空き地や
耕作放棄地などを管理・所有している人は定期的
に草刈りなどを行い、適正な維持管理をお願いし
ます。
■イノシシを見かけたときは…
◇�背中を見せず、目を合わせないように静かに逃

げる
◇�子どものイノシシを見かけても、そばに親がいる

可能性が高いので近づかない
◇親子連れの場合など、興奮しているイノシシに
　出会ったときは、イノシシの通り道を塞がない

草や笹が伸びきった空き地には
イノシシが潜む可能性が

ま
す
。

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
こ
ど
も
課（
内
線
７
７ 

８
）
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
を 

利
用
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
次
の
証
明
書
を
発
行
で

小
平
尾
南（
憩
い
の
場
）

た
わ
わ
食
堂
を
中
止
し
ま
す

　

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
別
館
で
開

催
し
て
い
る「
小
平
尾
南
た
わ
わ
食

堂
」は
同
館
の
改
修
工
事
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、10
～
12
月
は
中
止

し
ま
す
。

―
―
詳
細
は
当
施
設
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
77・７
３
７
１
）

▶�注意　これは浄化槽のくみ
取り予定表ではありません。
転入、転出などで人数が変
わったり、くみ取りを開始・中止したり
する場合は、申請が必要です。7：00から
順次くみ取ります。

� 問環境保全課(内線355)

とき 1　班 ２　班
1日㈭ 高山町 秋津、小平尾町
2日㈮

傍示
東山町、小平尾町

5日㈪ 小平尾町
6日㈫ 傍示、庄田 小瀬町
7日㈬

庄田
萩の台、萩原町

8日㈭ 萩原町
9日㈮

大北
藤尾町、萩原町

10日㈯ 鬼取町、大門町
12日㈪ 大北、久保 西畑町、鬼取町

13日㈫ 久保 有里町、菜畑町、
西畑町

14日㈬
宮方 有里町

15日㈭
16日㈮ 高山町 壱分町、有里町
17日㈯ 芝 壱分町

19日㈪ 上町、鹿畑町、
北田原町

中菜畑1・２丁目、
西菜畑町

20日㈫ 北田原町
緑ケ丘、東生駒、
東菜畑1・２丁目
軽井沢町、新旭ケ
丘、西旭ケ丘

21日㈬
南田原町

新旭ケ丘、西旭ケ丘、
東旭ケ丘

22日㈭ 山崎町、辻町、
西旭ケ丘

24日㈯ 松美台、小明町、
桜ケ丘、新生駒台

谷田町、山崎町、
辻町

26日㈪ 俵口町 辻町、谷田町、本町、
元町1・2丁目

27日㈫ 俵口町、
東松ケ丘

北新町、東新町、
仲之町、谷田町

28日㈬ 西松ケ丘
喜里が丘

東新町、北新町
山崎新町

29日㈭
門前町 北新町

30日㈮

11月のし尿くみ取り予定表

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
ミ・サ
ポ
交
流
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、子
育
て
中
の
人
の
活
動
を
援
助

す
る
た
め
、外
出
や
授
業
参
観・
懇

談
会
な
ど
の
と
き
に
子
ど
も
を
一

時
的
に
預
け
た
い
人（
依
頼
会
員
）

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▼
対
象　
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト

会
員
と
市
内
に
住
む
20
歳
以
上

の
心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
28
日
㈬

9
時
30
分
～
11
時
30
分
、子
育

て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

▼
内
容　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

す
な
ろ
の
佐
伯
佐
知
さ
ん
に
よ

る
講
座「
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

の
預
か
り
に
つ
い
て
」。障
が
い

を
も
つ
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

や
預
か
り
の
サ
ポ
ー
ト
の
時
に
注

栄
養
士
か
ら
の
お
話
と

簡
単
な
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
対
象　
平
成
27
年
4
月
2
日
～

平
成
28
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

2
歳
児
と
そ
の
保
護
者

　

︱︱

初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま

す
。

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
15
日
㈭ 

10
時
～
11
時
30
分
、北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は

ば
た
き

▼
内
容　

栄
養
士・
保
育
士
と
い 

っ
し
ょ
に
簡
単
な
お
や
つ
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

皿
、フ
ォ
ー
ク
、ス
プ
ー
ン
、箸
、

飲
み
物
、手
拭
き
タ
オ
ル

▼
定
員　
各
8
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
7
日

㈬
10
時
か
ら
電
話
で
地
域
子
育 

て
支
援
セ
ン
タ
ー
て
く
て
く（
☎

74・３
９
９
９
）

と
預
か
る
人（
援
助
会
員
）を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

▼
対
象　
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト

全
会
員
、市
内
に
住
む
20
歳
以

上
で
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
興
味
の
あ
る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
26
日
㈪

10
時
～
11
時
30
分
、子
育
て
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

▼
内
容　
あ
そ
び
研
究
所
の
宮
田

修
さ
ん
に
よ
る
工
作「
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
づ
く
り
」。紙
粘
土
を

使
っ
て
7
色
に
光
る
ク
リ
ス
マ

ス
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
ま
す
。

▼
必
要
品　
お
し
ぼ
り

▼
定
員　
20
人（
申
込
順
。生
後
４ 

か
月
か
ら
託
児
あ
り
。5
人
ま

で
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
～
11
月
22
日
㈭
に
電
話
で
フ 

ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト（
☎
73・５ 

５
５
２
）

意
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

▼
定
員　
20
人（
申
込
順
。生
後
4 

か
月
か
ら
託
児
あ
り
。5
人
ま

で
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
10
月
25
日

㈭
～
11
月
22
日
㈭
に
電
話
で
フ 

ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト（
☎
73・５ 

５
５
２
）

き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
戸
籍
証
明
書
…
11
月
6
日
㈫
17

時
30
分
～
23
時

▼
問
合
せ　
市
民
課（
内
線
３
０ 

７
）
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お
知
ら
せ

「
マ
イ
サ
ポ
い
こ
ま
」

支
援
金
の
交
付
額
が
決
定

　

選
択
届
出
期
間
中（
6
月
15
日

～
８
月
9
日
）の
届
出
に
基
づ
き

「
マ
イ
サ
ポ
い
こ
ま（
生
駒
市
民
が

選
択
す
る
市
民
活
動
団
体
支
援
制 

度
）」の
支
援
金
の
交
付
額
が
決
定 

し
ま
し
た
。選
択
届
出
数
は
８
６ 

５
１
人
、届
出
率
は
※
①
８・71
％
で

し
た
。

※
①
届
出
合
計
を
、平
成
30
年
6

月
1
日
時
点
で
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
18 

歳
以
上
の
人
数（
９
万
９
３
３ 

6
人
）で
除
し
た
も
の

▼
経
緯　
４
月
に
エ
ン
ト
リ
ー
団 

体
を
募
集
し
、審
査
会
を
経
て
30 

団
体
が
登
録
団
体
と
な
り
ま
し 

た
。6
月
中
旬
に
支
援
し
た
い
団

体
を
選
択
す
る
届
出
の
受
付
開

始
。市
内
各
所
で
出
前
受
付
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　

選
択
届
出
結
果
を
受
け
、審

査
会
で
審
査
を
行
い
、支
援
金

の
交
付
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

届
出
結
果
の
詳
細
や
各
団
体

実
施
事
業
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト（
☎
75・
６
０ 

０
０
）

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ 

新
規
登
録
団
体
を
募
集

　

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
は
自
発
的

に
学
習
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、学
ん
だ

知
識
や
技
術
を
広
く
市
民
に
還
元

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学
習
内
容
は
、音
楽
、ダ
ン
ス・
舞

踊
、絵
画・
工
芸
、文
芸
、語
学
、生

活
文
化・教
養
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
で
す
。自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
な
り
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
登
録
資
格　
次
の
①
～
③
の
全

て
に
当
て
は
ま
る
団
体

①
生
涯
学
習
活
動
に
深
い
理
解
と

熱
意
が
あ
る

②
５
人
以
上
の
市
民
で
構
成
し
、そ 

の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
常
時
、学
習

会
な
ど
に
参
加
で
き
る

③
学
習
活
動
を
年
６
回
以
上
行
い
、 

常
時
市
民
に
公
開
で
き
る

―
―
生
駒
市
や
教
育
委
員
会
な
ど

か
ら
補
助
金
を
交
付
さ
れ
て
い
る

団
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、営
利
活
動

を
目
的
と
す
る
団
体
、特
定
の
宗

教・
政
治
活
動
を
支
援
す
る
団
体

は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▼
登
録
方
法・
問
合
せ　
11
月
30

日
㈮（
閉
庁
日
を
除
く
）ま
で
に

申
請
書
を
生
涯
学
習
推
進
連
絡

会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
、内

線
６
４
３
）

　

―
―
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

な
お
、現
在
登
録
し
て
い
る
団
体

で
継
続
登
録
す
る
団
体
に
は
、

平
成
31
年
1
月
初
旬
に
通
知
を

送
り
ま
す
。

番
号 団体名 選択者

延人数
交付
予定額

1 囲碁のまち生駒プロジェクト 298 79,500

2 健やか交流塾おもちゃ病院
生駒病院 862 60,000

3 竜田川流域の美しい街まもり隊 672 20,900

4 傾聴ボランティア
ほほえみがえし「生駒」 530 37,250

5 グリーンボランティア
「いこま宝の里」 759 89,000

6 奈良友の会生駒方面 229 116,430
7 いこまグリーンフレンド 510 191,250
8 生駒市地域ねこ連絡会 1,163 96,950
9 市民公益活動団体「ほたる」 1,166 44,770
10 アトリエくじらのクー 555 80,000
11 つどい場〝笑〟 569 257,803
12 生駒市民劇団シアター生駒 501 344,830
13 青空保育　あひるの森 166 17,400
14 いこママまるしぇ実行委員会 441 149,225
15（特非）いこま山の子会 272 129,900

16 いこま国際交流協会 ハロハロ☆デティクラブ実行委員会 234 110,611

17 たわわ食堂 1,303 92,560

18 学研高山第2工区のあり方を考える生駒市民の会 208 86,341

19 生駒精神障がい者後援会ひだまりクローバー 290 145,550

20 ひまわりの集い 489 97,550
21 生駒ジュニアソフトテニスクラブ 169 70,450

22 支援が必要な子と保護者を支える「愛真美会」 183 55,000

23 ニューヨークカンフー 97 58,644

24 奈良県青少年指導員連絡協議会生駒市連絡会 162 51,640

25 TOIRO 364 91,000

26（特非）幸せな家庭環境をつくる会京阪奈支部 109 39,492

27（一社）無限 337 158,289

28 生駒市学童保育運動連絡協議会 1,407 409,000

29（特非）市民活動サークルえん 275 92,694

30（一社）リトルパイン総合型地域スポーツクラブ 384 131,219

市民活動支援基金選択延人数 436 362,752
選択者延人数合計 14,704 3,405,248

◇1人3団体まで選択可。また、市民活動支援基金を選択する
ことも可能です。

税
理
士
に
よ
る
相
続
な
ど
の

無
料
税
務
相
談
会

▼
と
き・と
こ
ろ　
①
11
月
27
日
㈫
、 

ア
ピ
タ
大
和
郡
山
店
2
階
②
12 

月
4
日
㈫
、な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
地 

下
1
階

　

︱︱

時
間
は
10
時
～
12
時
、13

時
～
16
時（
１
回
30
分
）で
す
。

▼
内
容　
近
畿
税
理
士
会
奈
良
支

部
派
遣
の
税
理
士
に
よ
る
相
談

会（
申
告
書
作
成
な
ど
は
行
い
ま

せ
ん
）

　
―
―
当
日
、本
人
確
認
書
類（
運 

転
免
許
証
な
ど
）を
持
参
す
る 

と
、e イ

ー
タ
ッ
ク
ス

-Tax

の
利
用
手
続
き
に
便 

利
な
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行

の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

▼
定
員　
各
10
人（
申
込
順
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
6
日

㈫
か
ら
電
話
で
奈
良
納
税
協
会

（
☎
０
７
４
２・22・２
４
５
７
）

「マイサポいこま」交付予定額の一覧� （単位：人、円）
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消防だより
問消防本部予防課（☎73-0208）

火を使う全ての飲食店に
消火器の設置が必要になります
　2019年10月1日から「火を使用する設備又は器具がある飲食店」には、
消火器の設置が義務化されます。今までは、延べ床面積が150㎡以上の店
舗などの条件がありましたが、約2年前に起きた新潟県糸

いと
魚
い

川
がわ

市大規模火
災を受けて、延べ床面積に関わらず設置が必要となりました。消火器を設
置していない店舗や開業予定の店舗は、まず消防本部予防課に相談して
ください。

消
火
器
の
設
置
の
手
続
き

消火器の設置が免除される場合
下の装置があれば消火器の設置が免
除される場合がありますので相談し
てください。

◆調理油過熱防止装置(なべ底の温
　度を検知し、調理油が300度にな
　る前に自動でガスを止める装置)
◆自動消火装置（火災を検知し消火
　薬剤で自動消火する装置）
◆その他、火災の発生防止や被害を
　軽減する安全
　機能がある装
　置がついてい
　る場合（圧力
　感知安全装
　置など）

調理油過熱防止装置
� （通称siセンサー）

消火器を購入し、設置します。
標識の設置と６か月ごとに消
火器の外観点検が必要です。

点検結果は1年に1回、近くの
消防署へ結果報告書として提
出が必要です。

▶

約2年前に起きた糸魚川市大規模火災。強風により大規模な被害が出たこの火災は、�
コンロの消し忘れが原因でした（写真提供：糸魚川市消防本部）

来年10月
スタート
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お
知
ら
せ

秋の火災予防運動
ふれあいフェスタ

▶とき・ところ　11月11日㈰10：00～12：00、消防本部
▶�内容　レスキュー体験や消火体験、最

新型の消防車と記念撮影など、子ども
から大人まで楽しめるイベント。見て、
触れて、体験して、火災予防に関心を
深めてみませんか。

　――天候・災害発生状況などにより、
　内容を変更する場合があります。
▶問合せ　消防署予防係(☎73-0119)

もう設置しましたか。住宅用火災警報器
　住宅用火災警報器は、法律で設置が義務付けられ
ています。設置対象は、戸建住宅、店舗付き住宅の住
宅部分、自動火災報知設備がない共同住宅の各寝室
と２階以上に寝室がある場合は階段にも必要です。
　万が一火災が起きた場合、いち早く気づくことで、
初期消火や素早い避難・通報につながります。そのた
めにも住宅用火災警報器を設置しましょう。
　また、新築住宅への設置が義務付けされて10年以
上が経過しました。新築時につけたままで古くなった
住宅用火災警報器が多くあります。古くなると、電子
部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しなくなる
ことがあるので注意しましょう。
■住宅用火災警報器の清掃や点検をしていますか。
　ほこりや汚れが原因で、住宅用火災警報器が誤作
動したり機能しなくなったりするので、下記の点に注
意して定期点検をしましょう。
◇�本体に付着したほこりなどは、一般家庭向けの中

性洗剤に浸し、固く絞った布でふき取ってくださ
い。

◇�点検ひもを引く、テストボタンを押すなどを行い、
動作を確認してください。

◇住宅用火災警報器の交換目安は10年です。

①消防車と記念撮影。消防服を着て消
防士といっしょに撮影できます②災害
時にも活躍する最新型のレスキュー用
消防車を見学できます。隊員服を着て、
レスキュー隊員気分に③もしもの時に
初期消火ができるように消火体験

■3つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離して使用する。
③ガスコンロから離れるときは、必ず火を消す。
■４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
　する。
②寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防
　炎品(燃えにくく改良された製品)を使用する。
③火災は小さいうちに消すために、住宅用消火器等
　を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
　の協力体制をつくる。
――就寝中に発生した火災に気づかず、逃げ遅れる事
例が全国的に多く発生しています。

住宅防火 命を守るための7つのポイント

一人暮らし高齢者宅防火調査
　火災予防運動期間中、消
防職員と女性消防団員が市
内約1,800世帯の高齢者家
庭の防火対策について調査
をします。 防火対策を確認します

１

２３

「忘れてない？サイフにスマホに火の確認」
秋の火災予防運動 11月9日㈮～15日㈭
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全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」電
話
相
談

▼
対
象　
県
内
に
住
む
女
性

▼
と
き　
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰ 

◇�

電
話
…
平
日
８
時
30
分
～
19
時
、 

土
曜・日
曜
日
10
時
～
17
時

◇�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
24
時
間
受

付（
後
日
回
答
）

▼
内
容　
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー 

行
為
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
わ

る
相
談

　

―
―
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
電
話
番
号　
☎
０
５
７
０・ 

０
７
０・８
１
０

　

―
―
IP
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　
奈
良
地
方
法
務
局
人 

権
擁
護
課（
☎

０
７
４
２・23・ 

５
４
５
７
）

▲�ネットは
　こちらから

市民PRチーム「いこまち宣伝部」が
生駒の魅力を発信！

公式F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook「まんてん いこま」
　生駒で暮らす人、イベント、グルメ、旬の話題な
どまちの魅力を発信する公式Facebookページ

「まんてん いこま」。市民PRチーム「いこまち宣
伝部Facebookチーム」の皆さんと市職員が交
代で投稿します。「緑豊かで大阪に近い」だけでは
ない生駒の魅力を再発見しませんか。
　ぜひ、ページや投稿に「いいね！」を
して生駒の魅力を拡散してください。
コメントもよろしくお願いします。

問広報広聴課（内線226）
▲ページは
こちら

起
業・経
営
全
般
に
関
す
る

出
張
相
談
所

▼
と
き・と
こ
ろ　
11
月
16
日
㈮
10

時
～
20
時
頃（
時
間
は
調
整
し
ま

す
。一
人
最
大
2
時
間
ま
で
）、イ

コ
マ
ド

▼
内
容　

起
業
や
経
営
な
ど
あ
ら

ゆ
る
課
題
の
相
談
に（
公
財
）奈

良
県
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

奈
良
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
応
じ
ま
す
。

▼
定
員　
５
人
程
度（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　

10
月
25
日

㈭
～
11
月
15
日
㈭
に
無
料
相
談

申
込
受
付
票
の
必
要
事
項
を
明

ら
か
に
し
て
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、直
接
、商
工
観
光
課（
内

線
３
２
７
、
74・９
１
０
０
、

keizai@
city.ikom

a.lg.jp

、

電
話
は
9
時
～
17
時
）

　

―
―
申
込
受
付
票
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き 

ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
調
理
員
の
募
集

▼
勤
務
日・時
間　
月
曜
～
金
曜
日 

の
8
時
～
16
時
30
分

▼
休
業
日　
土
曜・日
曜
日
、祝
日
、 

学
校
休
業
期
間（
春・夏・冬
期
）

▼
勤
務
場
所　
学
校
給
食
セ
ン
タ 

ー
▼
内
容　
学
校
給
食
の
調
理
、食

器
の
洗
浄

　

―
―
経
験
、資
格
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。

▼
日
給　
６
７
２
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

電
話
で
学 

校
給
食
セ
ン
タ
ー（
☎
73・
３
１ 

４
１
）

い
こ
ま
暮
ら
し
の 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
8
日
㈭

13
時
～
16
時（
受
付
は
15
時
30

分
ま
で
）、生
駒
駅
前
商
店
街
内

特
設
会
場

▼
内
容　
総
務
省
の
行
政
相
談
委

員
、弁
護
士
、司
法
書
士
、税
理 

士
に
よ
る
登
記
、年
金
、保
険
、

不
動
産
合
同
公
売

　
奈
良
県・県
内
市
町
村
は
、税
金

滞
納
の
た
め
差
し
押
え
た
不
動
産

を
入
札
の
方
法
で
公
売
し
ま
す
。

▼
と
き・
と
こ
ろ　
11
月
6
日
㈫
、

奈
良
県
橿
原
総
合
庁
舎

▼
入
札
時
刻　
10
時
40
分
～
11
時

　
（
開
場
は
10
時
、説
明
を
聞
い
た

う
え
で
入
札
）

▼
生
駒
市
公
売
財
産　
石
川
県
鳳ほ

う

珠す

郡ぐ
ん

穴あ
な

水み
ず

町ま
ち

岩い
わ

車ぐ
る
ま

11（
山
林
）

　

―
―
予
告
な
く
公
売
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
注
意　
入
札
参
加
手
続
き
に
は

公
売
保
証
金
な
ど
が
必
要
で
す
。

必
ず
冊
子「
不
動
産
公
売
の
手

引
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

︱︱

こ
の
冊
子
は
生
駒
市
役
所

奈
良
県
最
低
賃
金
が 

８
１
１
円
に

　

10
月
4
日
に
改
定
さ
れ
た
奈
良

県
最
低
賃
金
は
、正
社
員
だ
け
で

は
な
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。な
お
、特
定
の
産
業
に
は

特
定
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ　
奈
良
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
７
４
２・32・０
２
０
６
）

や
奈
良
県
税
事
務
所
地
方
税
滞

納
整
理
課
で
配
布
し
て
い
る
他
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
収
税
課（
内
線
２
９ 

4
）

雇
用
な
ど
の
相
談
会

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
総
務
省
奈
良
行
政
監 

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７ 

４
２・24・０
３
０
０
）

「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」放
送
中

　

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
で
毎
週
金
曜 

日
に
放
送
し
て
い
る「
ゆ
う
ド
キ 

ッ
！
」。18
時
30
分
か
ら
は
、県
内

各
市
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
生
駒
市
が
動
画
放
送
で
紹
介
さ

れ
る
11
月
の
放
送
日　

16・
30

日
▼
問
合
せ　
広
報
広
聴
課（
内
線

２
２
6
）



まちのアルバムまちのアルバムEVENT&TOPICS

　高山の伝統文化を学ぶため、鹿ノ台小学校3
年生99人が竹笛を作りました。茶筌

せん

職人で構
成される「高山茶筌生産協同組合」の皆さんか
ら竹の切り方を教わり、笛を組み立てた子ども
たち。完成品を吹いた髙

こう
馬
ま
美
み
羽
わ
さんは「リコー

ダーみたいな音が出る」と喜んでいました。

9/14㈮

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
内
各
所

　99歳をお祝いする「白寿」。今年度の対象者
26人のうち希望者を市長が訪問し、記念品を
贈りました。家族や施設入所者・スタッフ、保
育園の園児たちからお祝いされた松本久

ひさ

さん。
「これからも元気で過ごしてください」という声
かけに笑顔で力強くうなずいていました。

9/10㈪

祈
り
を
込
め
た
お
彼
岸
の
光

宝
山
寺
周
辺
各
所

　境内や参道に燈
とう

籠
ろう

や蝋
ろう

燭
そく

を並べ、先祖の供
養と家庭の安全を祈願する「生駒聖

しょう

天
てん

お彼岸
万
まん

燈
とう

会
え

」。同時開催された「さんどう祭り」で
は、ストリートライブや燈籠の展示が行われま
した。参加者は、思い思いに描かれた燈籠の淡
い光を見ながら涼しい秋の夜を楽しみました。

9/23㈷

　日本の伝統文化を体験する授業に6年生59
人が参加しました。能楽で使う笛や太鼓など4
種類の楽器の説明やテンポを取るための声の
出し方を学んだ後、それぞれの楽器を演奏。「笛
の音が出ない」「太鼓を叩くと手が痛い」など苦
戦しながらも楽しんでいました。

9/13㈭

奈
良
県
発
祥
の
伝
統
文
化「
能
楽
」を
体
験

生
駒
南
第
二
小
学
校

竹
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
笛
を
作
ろ
う

高
山
竹
林
園

生
駒
ケ
ー
ブ
ル
１
０
０
周
年
を
お
祝
い鳥

居
前
駅

　あすか野幼稚園の4歳児49人が生駒ケーブ
ル開業100周年をお祝いしました。子どもたち
が折り紙で作った花束などを、生駒ケーブルの
キャラクターミケにプレゼント。一人ずつミケ
と握手をしながら、「これからもがんばってね」
と元気にエールを送りました。

9/10㈪

市
役
所
の
仕
事
を「
お
た
め
し
体
験
」市

役
所

　学生が市役所で就業体験をする「1dayイン
ターンシップ」を開催。中国・中部地方などか
らも参加した45人が、12部署で仕事を学びま
した。参加した竹本翔太さんは「想像していた
よりも明るい雰囲気で私もいっしょに生駒を
盛り上げてみたい」と話していました。

9/14㈮
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先
生
は
環
境
の
プ
ロ

エ
コ
を
わ
か
り
や
す
く
学
習

　
「
果
物
や
野
菜
に
あ
る『
旬
』っ
て

何
だ
と
思
い
ま
す
か
」

　
（
特
非
）サ
ー
ク
ル
お
て
ん
と
さ

ん
の
皆
さ
ん
が
真
弓
小
学
校
４
年

生
に
質
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。「
多

く
採
れ
る
と
き
」「
お
い
し
い
と
き
」

と
、思
い
思
い
に
答
え
る
子
ど
も
た

ち
。こ
れ
は
4
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

「
エ
コ
キ
ッ
ズ
い
こ
ま
」と
題
し
た

環
境
問
題
を
学
習
す
る
授
業
の
一

コ
マ
で
す
。環
境
分
野
に
精
通
し
た

４
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
講
師
に
招

き
、市
内
の
全
て
の
小
学
校
で
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
ク
イ
ズ
や
す
ご

ろ
く
形
式
な
ど
で
分
か
り
や
す
く

学
習
。「
冷
蔵
庫
は
す
ぐ
に
閉
め
る
」

「
自
転
車
で
移
動
す
る
」な
ど
普
段

か
ら
で
き
る
行
動
も
教
わ
り
、環
境

問
題
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

野菜などの旬を学習し、輸入
品の運搬時に発生する二酸化
炭素の削減について考えます

い
こ
ま
の
教
育

スタッフの山林さんと
近藤さんのおすすめは…

　「いらっしゃいませ」、店に入ると元気な声が響く。（社
福）かざぐるまのメンバーが、こだわりランチや手作りス
イーツを提供。平日でも多くの客でにぎわうお店だ。
　おすすめは4種類のおかずと汁物、デザートがセットに
なったボリューム満点の「日替わり定食」。お米はもちろ
ん、野菜も市内産を多く使うことにこだわっている。素
材の味を楽しんでもらうため味付けや旬をたいせつにし
ているのが特徴。「野菜が多く家庭的な味がお気に入り」
という常連客もいるほどの定食を一度試してみては。

生駒産の野菜がたっぷり
素材の味が楽しめる絶品ランチ

喫茶ゆうほ～

「日替わり定食」
700円（税込）

今月の美食

たつた揚げプロジェクト
認定店を紹介

☎0743-75-6606
�谷田町1615 もや�
い館2階
�10：00～ 17：00
（定食は11：30～
14：00）
□休 �日曜・月曜日
□Ｐ2台（要予約）

7
vol

2018.10.15　いこまち　28



とき ところ

11月1日㈭
13：00～15：00

南コミュニティ
センターせせらぎ

11月10日㈯
10：00～13：00

ディアーズコープ
いこま

11月15日㈭
13：00～15：00

北コミュニティセン
ターI

イ ス タ

STAはばたき

◇�食器を無料で持ち帰れます。持ち込み
は、開館日の9：00～17：00です（デ�
ィアーズコープいこまだけ食器市当日
の10:00～12：30）。
◇�食器は包装などを外し、陶磁器製・ガ
ラス製に分けて無人回収コンテナに入
れてください。その他の材質の食器や
灰皿・花瓶・土鍋は持ち込めません。
� 問環境保全課（内線354）

もったいない
食器市

他の子育て相談

▶�対象　平成27年11月に生まれた幼児
▶とき　11月29日㈭
▶内容　�歯科診察、歯科・育児・栄養・発

達相談
▶�注意　�3歳は虫歯になりやすい時期で

す。子どもの歯を守るために必
ず受診しましょう。

子育て相談名 対象 とき 内容

① 2歳6か月児歯の相談・子育て相談 11月は実施しません

② 10か月児すくすく子育て相談
平成30年1月に
生まれた乳児 30日㈮ 身体測定、育児・栄養

相談、手遊びの紹介

問健康課（☎75-2255）

いずれも…
◇�受付時間は9：30～10：30、セラビーいこまで行い、費用は無料です（申込不要）。
◇�母子健康手帳を持参してください（②は、バスタオルも持参してください）。
◇�①は、偶数月に開催します。

歯医者さんにお口の中

を診てもらえます。

終わったら、手作りの

おやつが食べられるよ
。

3歳児歯科健診

子育て相談5月11月

防災知恵ぶくろ

7簡単な運動と水分補給で命を守る

災害のニュースを聞く度「我が家も準備しなくちゃ」と思うのに、つ
い後回しにしてしまう災害への備え。身構えず、気負わず、日常に
ちょっとプラスするだけの知って得する防災アイデアを紹介します。

　災害から助かった命を避難生活の間に病気で失わ
ないためには健康管理がたいせつです。避難所や車
内で長時間動かないと、血流が悪くなりエコノミー
クラス症候群になる恐れがあります。慣れない場所
でトイレの回数を気にして水分を控えるのも危険。
小まめな水分補給と背伸びや足を中心とした軽い運
動で血液の流れを良くして予防しましょう。

車内でできる簡単な足の運動

❶� ❸�❷

❶�両足の指でじゃんけん「グー･チョキ･パー」
を繰り返す
❷�両足首を左右に５回ずつ回す
❸�両足のつま先を立て、かかとを10回上げ下げ

歯磨きで感染症を予防
避難所生活で忘れがちな口のケア。
口腔内を清潔に保てば感染症のリス
クが下がります。災害時の持ち出し用
バッグに歯磨きセットなどを準備して
おきましょう。また、ガムは口の中の
乾燥対策や気分転換に効果的です。

薬用マウスウォッシュや
歯磨きシートも使えます

❶～❸の�
運動の
目安は
1時間毎に
1回程度
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やまもとまさのり◦古代の瓦を使った
建物を専門とする瓦葺き職人。薬師寺
だけでも４棟以上の瓦葺きを取りまと
めとして完成させた。平成29年に黄綬
褒章を受章。現在は、日本伝統瓦技術
保存会の高山研修所の所長として研
修生を指導する。鹿畑町在住。74歳

扌�同会のホー
ムページは
こちら

東
大
寺
大
仏
殿
や
薬
師
寺
金
堂
、�

平
城
宮
跡
朱
雀
門
な
ど
、数
々�

の
名
の
知
れ
た
文
化
財
の
瓦
を
修
復・

復
元
し
て
き
た
。瓦
葺
き
一
筋
58
年
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、一

つ
の
仕
事
に
精
通
し
、そ
の
道
を
極
め

た
人
に
贈
ら
れ
る「
黄お

う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

」を
昨

年
受
章
し
た
。

　
「
初
め
は
実
感
は
な
か
っ
た
で
す

が
、授
章
式
で
章
を
い
た
だ
い
た
と
き

は
今
ま
で
の
仕
事
が
認
め
ら
れ
た
と�

感
じ
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

民
家
の
瓦
葺
き
業
を
し
て
い
た�

叔
父
の
下
で
15
歳
か
ら
5
年

間
修
行
。そ
の
後
、文
化
財
の
瓦
葺
き

を
手
が
け
る
山
本
清き

よ

一か
ず

さ
ん
が
設
立�

し
た「
山
本
瓦
工
業
」に
入
社
し
た
。寺�

社
の
瓦
葺
き
の
基
礎
と
な
る
、図
面
描

き
の
修
行
に
打
ち
込
ん
だ
。

　

転
機
は
入
社
8
年
目
。唐と

う

招し
ょ
う

提だ
い

寺じ

大
講
堂
の
解
体
修
理
作
業
で
、初
め

て
瓦
葺
き
現
場
の
監
督・指
揮
を
行
う

「
職
長
」に
任
命
さ
れ
た
。工
事
の
規

模
が
大
き
く
、他
社
と
合
同
で
修
復
を

実
施
。会
社
に
よ
っ
て
作
業
方
法
が
違

う
た
め
、作
業
内
容
の
統
一
や
他
社
の

職
人
へ
の
指
示
に
苦
戦
し
た
。

　
文
化
財
の
瓦
は
、職
人
の
勘
が
頼
り

に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、慣
例
的
に
図

面
も
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
な
い
の
で
、作

業
者
に
よ
っ
て
寸
法
に
ず
れ
が
起
こ
る

こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。正
確
に
意
思
疎

通
す
る
た
め
、一
つ
ひ
と
つ
の
瓦
や
屋

根
の
断
面
図
な
ど
を
原
寸
大
で
再
現

し
た
図
面
を
作
成
し
た
。

　
「
図
面
を
見
な
が
ら
話
す
と
、仕
事

の
手
順
や
方
法
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
。具
体
的
に
指
示
が
で
き
た
の

で
、寸
法
の
ず
れ
も
減
り
ま
し
た
」

　

図
面
を
使
う
瓦
葺
き
職
人
は
当
時

珍
し
か
っ
た
が
、経
験
が
少
な
い
若
い

職
人
で
も
早
く
瓦
を
葺
け
る
よ
う
に
な

る
効
果
が
み
ら
れ
た
。こ
の
作
業
方
法

が
認
め
ら
れ
、他
の
文
化
財
修
復
で
も

職
長
と
し
て
何
度
も
声
が
か
か
る
よ�

う
に
な
っ
た
。

若
い
職
人
に
瓦
の
葺
き
方
を
伝

え
る「
日
本
伝
統
瓦
技
術
保
存

会
」の
一
員
と
し
て
、後
世
の
育
成
に

力
を
入
れ
る
。所
有
す
る
高
山
町
の
土

地
に
研
修
施
設
を
建
設
。図
面
描
き
と�

瓦
葺
き
の
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
、興�

福
寺
北
円
堂
の
屋
根
の
一
部
を
約
３�

分
の
２
の
大
き
さ
で
再
現
し
、実
際
に

作
業
し
な
が
ら
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
修
理
が
必
要
な
文
化
財
は
ま
だ
ま�

だ
あ
り
ま
す
。瓦
葺
き
の
技
術
を
途
絶

え
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、た
く
さ
ん
の

後
輩
た
ち
に
自
分
の
技
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
」

薬師寺などの瓦を葺き58年

修復の技術を後世に伝える

山本 政典さん

文化財の屋根の瓦葺
ふ
き職人

街人探訪vol.55
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広報いこまちの意見・感想は
はがき・メール・ファクスで広報広聴課

①〒630-0288 東新町8-38
② kouhouka@city.ikoma.lg.jp
③ 74-1105
※市ホームページでも回答できます。

① ② ③

三重県にお住まいの女性が鹿ノ台を訪れま
した。9月15日号の特集を読み、街並みを見
たくなったそうです。紙面を片手に、公園や
いきいきホールなど、鹿ノ台巡りを半日楽し
んだ様子。市外で暮らす人にも生駒の魅力を
届けられ、広報冥利に尽きます。（村田）

99歳をお祝いする「白寿」を取材しました。
自分よりも4倍の人生を歩んでいると思うと
気が遠くなりそうでしたが、同時に歩んでき
た人生の分だけ豊かな表情や言葉の深みが
感じられた取材でした。99歳を迎えた26人
の皆さん、これからもお元気で。（泉）

行基生誕1350年と街人探訪を担当。先人
によって作られた文化財が職人の手で守ら
れ続けていることを知り、新しい魅力に気付
けました。記事を作っていく中で感じた文化
財の見どころやそれを守っている職人の素晴
しさが伝わるとうれしいです。（関口）

初めて特集を担当。車や徒歩で何度も暗峠に
足を運びましたが、「またおいで」と言ってく
れる峠の皆さんの温かさが取材の原動力で
した。涼しくなって過ごしやすいこの時期に
ハイキングして紙面に載っていない魅力を見
つけたら、ぜひ教えてくださいね。（川口）

Qテレビショッピング番組で「通常1箱1万円の桃が、訳ありで今
だけ2,990円。3箱以上で送料無料」と宣伝していた。急いで電

話で3箱注文した。翌朝、商品が届いたが請求額が商品代より300円ほ
ど高かった。なぜなのか。（60歳代、女性）

A相談者は、商品代の支払いに「代金引換」を利用していました。
代金引換は、商品の配達時に代金を回収する支払い方法で手数

料がかかる場合があります。今回のケースでは、手数料が300円でその
分だけ請求額が高くなっていました。代金引換の手数料はテレビ画面
に表示されていましたが、相談者は見落としていたようです。
　テレビショッピングは商品情報の表示時間が限られているため、商
品のお得感ばかりに気を取られ、取引条件を見逃しがちです。電話で注
文する時に返品できるかどうかやその条件、商品代以外にかかる費用
などの取引条件を電話応対者にしっかり確認しましょう。
　テレビショッピングなどの通信販売にはクーリング・オフの適用が
ありません。疑問に思う点があれば、早めに消費生活センターにご相談
ください。

消費生活や多重債務の相談は、できるだけ早く
消費生活センター（☎73-0550）へ
月～金曜日の9：00～16：30（祝日は除く）

｛   編集後記  ｝
テレビショッピングでは、取引
条件を十分に確認しましょう{ }

　有里町にある竹林寺は、奈良時代の僧侶行
ぎょう
基
き
の

墓があることで知られています。明治時代の神仏分
離の影響を受け廃

はい
寺
じ
寸前だったこの寺。昭和初期

に本堂が建設されましたが、住職不在のため、地域
住民が手入れなどを始めたそうです。その後も、本
堂の改修を寺の管理者である唐

とう
招
しょう
提
だい
寺
じ
に働きかけ

たり、境内を掃除したりなど、行基を慕う地域のボ
ランティアよって寺が守り続けられています。 ◇�詳しくは同課窓口、生涯学習施設などで販売している

「生駒むかしばなし」（1,000円）をご覧ください。

-生駒むかしばなし　-
ボランティアが守る行

ぎょう
基
き
ゆかりの寺

問生涯学習課（内線646）

⑦
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